
次世代
温度管理車、
ウィングルーフ車
の提案です。

東京モーターショー2017に出展

〒105-0021 東京都港区東新橋 1-9 -3
連絡先：TEL 03-6251-6468 FAX 03-6251-6470
ht tps : //www.n ipponka iun .com/ index .h tm l

一括清算で乗務員の負担軽減一括清算で乗務員の負担軽減
（8時間以上）（8時間以上）

● 乗船手配業務● 乗船手配業務
● 人材不足解消● 人材不足解消
● 環境対策● 環境対策

船社・31航路で
　 全国をカバー
船社・31航路で

　 全国をカバー

日本海運

京都港区東新
連絡先：TEL 03-6251-6468

カバカカバ

新京 港 東新

ババ

日本海運

ババーー

人材不足解消材不人材不足解消
環境対策対策環境対策

船船
　 全全

釧路釧路
苫小牧苫小牧

名古屋
敦賀敦賀

宇野

大分大分
油津油津

フェリーフフフフフフフフェェェェェリリリリリリーーフェリー RORO船

航航航路で航路で

RRRROOOOOOORRRRROOOOOOO船船船船船船RORO船

日立

東京
千葉

清水
御前崎御前崎

大阪大阪
泉北泉北

〒

カを国をカ

105-0021 東京

カバカカバ

東京

ババ

大大大
油油油油

伊予三島伊予三島
松山松山

岩国岩国
広島広島

東京

大洗

名古屋名古屋神戸

敦賀舞鶴舞鶴

八戸八戸
秋田

仙台仙台

新潟新潟

●●●環環境対策環境対策

那覇 　那覇 　

苫小牧苫小牧

大分大分

釧路釧釧路釧路
苫小牧苫苫苫苫小牧苫小牧苫小牧

モーダルシフトの決定打！モーダルシフトの決定打！

大阪大阪

信頼されて32年 !
大創システムが送り出す

詳細は下記をクリック

機能選
択型シ

ステム
「配達

くん」
とは？

太白区長町1-3-26
7 7
2 0011
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11月1日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【これからは経営者自身が試される】／タイヤケア
ホントの話【クイズ形式で覚える『冬』のタイヤ知識】…３面／食の新旧街道を行く【滋味の
ふるさと⑤干し柿は、甘い渋柿】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,280 102.2%

一　般 ― 103.2%
宅配便（千個） 324,494 108.1%

輸送統計
平成29年8月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
110

（＋4）
79

（−8）
189

（−4）

交通事故死者数（人）
9月30日現在 10月30日現在

2,597
（−161）

2,924
（−196）

全国の死亡
事故件数

2,550
（−123）

平成29年9月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

２・

3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

４ 《第49回全国トラック
��ドライバー・コンテスト特集》
・東京モーターショー特集�前編①

６
＜中小運送事業者における

事業承継特集Ⅱ＞
・EBOによる事業承継
旭新運送㈱（茨城県）

7 ・�写真で見る「トラックの日」
全国各地で多彩なイベント開催

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

10/15〜11/14  7005
11/15〜12/14  8971

５ ・�「女性限定トラック乗車体験会」
中部トラック協会
・東京モーターショー特集�前編②

女性限定のトラック乗車体験会では、
現役トラガールを参加者が質問攻めに

8 ＜シリーズ会長に聞く＞
・山形県トラック協会
加川操一会長

　

国
土
交
通
省
は
10
月
27

日
︑
自
動
車
局
安
全
政
策
課

長
お
よ
び
整
備
課
長
の
連
名

で
︑﹁
中
国
自
動
車
道
に
お

け
る
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
落
下
に

よ
る
事
故
を
受
け
た
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
緊
急
点
検
の
実
施

に
つ
い
て
﹂
を
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
な
ら
び
に
（
一

社
）
日
本
自
動
車
整
備
振
興

会
連
合
会
︑
日
本
自
動
車
車

体
整
備
協
同
組
合
連
合
会
に

対
し
て
通
達
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
10
月
18
日
に
︑

岡
山
県
内
の
中
国
自
動
車
道

で
︑
軽
自
動
車
が
路
上
に
落

下
し
て
い
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
に
乗
り
上

げ
て
故
障
し
︑
乗
っ
て
い
た

２
人
が
路
肩
へ
避
難
し
て
い

た
と
こ
ろ
︑
後
続
の
大
型
ト

レ
ー
ラ
が
落
下
し
て
い
た
タ

イ
ヤ
へ
乗
り
上
げ
て
横
転
し
︑

避
難
し
て
い
た
２
人
が
巻
き

込
ま
れ
て
死
亡
し
た
事
故
を

受
け
た
も
の
︒

　

こ
の
事
故
に
つ
い
て
は
︑

事
故
前
に
︑
現
場
を
走
行
し

た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
ス
ペ
ア

タ
イ
ヤ
を
路
上
へ
落
下
さ
せ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
も
の
で
あ
り
︑
落
下
し
た

原
因
に
つ
い
て
は
現
在
調
査

中
︒

　

国
交
省
で
は
︑
他
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
で
も
同
種
の
事
故

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
︑
全
て
の
大
型
ト
ラ

ッ
ク
に
つ
い
て
ス
ペ
ア
タ
イ

ヤ
︑
工
具
箱
等
を
車
両
へ
固

定
す
る
構
造
・
装
置
に
つ
い

て
︑
腐
食
等
に
よ
る
損
傷
や

ボ
ル
ト
の
緩
み
が
な
い
か
︑

直
近
の
定
期
点
検
等
の
機
会

を
捉
え
て
早
急
に
点
検
す
る

よ
う
指
示
し
た
︒

　

こ
れ
を
受
け
て
全
ト
協
で

も
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑
会
員
事
業
者
に
︑

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
︑
工
具
箱
等

を
車
両
へ
固
定
す
る
構
造
・

装
置
に
つ
い
て
︑
腐
食
等
に

よ
る
損
傷
や
ボ
ル
ト
の
緩
み

が
な
い
か
︑
直
近
の
定
期
点

検
等
の
機
会
を
捉
え
て
早
急

に
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
に

周
知
を
呼
び
か
け
た
︒

国土交通大臣表彰国
交
省

㈱
豊
田
支
店
）
が
優
勝
の
栄

誉
に
輝
い
た
︒
な
お
︑
各
部

門
第
１
位
の
選
手
に
は
︑﹁
警

察
庁
長
官
賞
﹂
と
﹁
海
外
派

遣
賞
﹂が
併
せ
て
贈
ら
れ
る
︒

　

ま
た
︑
中
小
企
業
の
出
場

者
の
う
ち
︑
全
部
門
を
通
じ

て
総
合
得
点
第
１
位
の
選
手

に
贈
ら
れ
る
﹁
国
土
交
通
大

臣
賞
﹂
は
︑
11
㌧
部
門
・
岡

山
県
代
表
の
水
川
厚
さ
ん

（
岡
山
ス
イ
キ
ュ
ウ
㈱
泉
田

営
業
所
）
が
︑
シ
ニ
ア
（
50

歳
以
上
）の
出
場
者
の
う
ち
︑

全
部
門
を
通
じ
て
総
合
得
点

第
１
位
の
選
手
に
贈
ら
れ
る

﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長

特
別
賞
﹂
は
︑
11
㌧
部
門
・

三
重
県
代
表
の
加
藤
龍
二
さ

ん
（
三
重
西
濃
運
輸
㈱
四
日

市
支
店
）
が
選
ば
れ
た
︒

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
10
月
21

日
㈯
に
実
科
競
技
（
運
転
技

能
・
点
検
）
と
学
科
競
技
︑

10
月
22
日
㈰
に
実
科
競
技

（
運
転
技
能
）
を
実
施
︒
初

　

部
門
別
で
は
︑
11
㌧
部
門

が
兵
庫
県
代
表
の
西
川
幸
男

さ
ん（
日
通
氷
上
運
輸
㈱
）︑

ト
レ
ー
ラ
部
門
が
鹿
児
島
県

代
表
の
下
原
輝
男
さ
ん
（
日

本
通
運
㈱
鹿
児
島
支
店
）︑

女
性
部
門
が
愛
知
県
代
表
の

一
柳
陽
子
さ
ん
（
日
本
通
運

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
21

日
と
22
日
︑
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨
城

県
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
︑﹁
第
49
回

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

テ
ス
ト
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

今
大
会
に
は
︑
都
道
府
県
の
地
区

大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
１
５
０
人

（
４
㌧
部
門
45
人
︑11
㌧
部
門
42
人
︑

ト
レ
ー
ラ
部
門
39
人
︑
女
性
部
門
24

人
）
の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出
場
︒

大
会
当
日
は
︑
超
大
型
の
台
風
21
号

が
日
本
列
島
に
接
近
︒
悪
天
候
の
条

件
下
︑
選
手
た
ち
は
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
日
本
一
の
座
を
巡
っ
て

懸
命
に
競
い
合
っ
た
︒

　

競
技
の
結
果
は
10
月
23
日
に
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
さ
れ
︑

総
合
得
点
９
８
６
点
で
第
１
位
と
な

っ
た
４
㌧
部
門
・
北
海
道
代
表
の
佐

藤
亮
介
さ
ん
（
日
本
通
運
㈱
北
海
道

警
送
支
店
）が﹁
内
閣
総
理
大
臣
賞
﹂

を
受
賞
し
た
（
４
面
に
関
連
記
事
）︒

日
の
10
月
21
日
に
は
開
会
式

が
行
わ
れ
︑
桝
野
龍
二
大
会

実
行
委
員
長
（
全
ト
協
理
事

長
）
が
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑

全
国
か
ら
選
ば
れ
た
選
手
た

ち
が
競
い
合
う
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
地
位
向
上
に
繋

が
る
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
︒
皆

さ
ん
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
模
範
と
し
て
︑
交

通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
︒

女
性
部
門
・
沖
縄
県
代
表
の

宇
座
ゆ
き
の
さ
ん
（
㈱
あ
ん

し
ん　

あ
ん
し
ん
館
）
が
︑

﹁
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
の
誇
り
を
も
ち
︑

正
々
堂
々
︑
全
力
を
尽
く
し

て
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

11
月
20
日
に
表
彰
状
授
与
式

　

な
お
︑
10
月
23
日
㈪
に
行

わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
表
彰
式

は
︑
中
止
と
な
り
︑
入
賞
者

は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
同
日
10
時
30
分
に
発
表
さ

す
﹂と
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
︒

　

21
日
・
22
日
の
実
科
競
技

は
︑
選
手
た
ち
は
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
悪
い
中
︑
懸
命
に

競
技
に
取
り
組
ん
だ
︒

れ
た
︒

　

入
賞
者
へ
の
表
彰
状
の
授

与
等
に
つ
い
て
は
︑
11
月
20

日
︑
入
賞
者
と
関
係
者
の
み

で
東
京
都
・
港
区
の
第
一
ホ

テ
ル
東
京
で
開
催
す
る
︒

　国土交通省は10月30日、平成29年「自動車関係功労者大臣表彰式」を挙行し
た。受賞者数は225人で、このうちトラック運送事業関係は69人が受賞し、石井啓
一国土交通大臣から受領代表の須藤弘三氏（宮城県トラック協会会長、カネフジ運
輸㈱代表取締役）へ表彰状が授与された（２面に受賞者一覧）。

精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
が
腕
を
競
い
合
う

悪
天
候
の
中
で
も
実
力
を
発
揮

第 49 回全国トラックドライバー・コンテスト

プロトラックドライバー日本一に佐藤亮介さん
（４トン部門・北海道）

中
国
自
動
車
道
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
落
下
事
故
を
受
け

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
緊
急
点
検
を
通
達

国交省

各賞受賞者
内閣総理大臣賞 佐藤　亮介 4 トン部門

警察庁長官賞

佐藤　亮介 4 トン部門

西川　幸男 11 トン部門

下原　輝男 トレーラ部門

一柳　陽子 女性部門

全日本トラック協会長賞 各部門第 1 位〜 5 位
同点の場合の順位の決定方法
 （ア）過去 5 年間免許歴を有し、かつ過去 5 年間無事故、無違反の者
 （イ）運転技能の得点の高い者
 （ウ）全てが同点の場合には、高年齢者（同年齢者の場合は誕生日が

先の者）

国土交通大臣賞（事業所表彰）
4トン部門 日本通運㈱北海道警送支店

11トン部門 日通氷上運輸㈱

トレーラ部門 日本通運㈱鹿児島支店

女性部門 日本通運㈱豊田支店

全日本トラック協会長特別賞
加藤　龍二 三重西濃運輸㈱四日市支店

国土交通大臣賞（中小企業最高得点者）
水川　厚 岡山スイキュウ㈱泉田営業所

各部門入賞者一覧
部門 順位 氏名 年齢 都道府県 所属事業所 総合

得点

４
ト
ン

1 佐藤　亮介 31 北海道 日本通運㈱北海道警送支店 986
2 金指　啓太 31 東京都 日本通運㈱関東警送支店 984
3 中村　義修 34 京都府 日本通運㈱京都支店自動車営業課 984
4 坂下　正樹 46 岐阜県 日本通運㈱岐阜支店 983
5 吉谷勝太郎 39 秋田県 日本通運㈱秋田支店秋田警送事業所 974

11
ト
ン

1 西川　幸男 41 兵庫県 日通氷上運輸㈱ 985
2 宮部　和彦 42 茨城県 日通茨城運輸㈱本社営業所 981
3 渡邉　　亘 42 群馬県 日本通運㈱群馬支店群馬引越センター課 975
4 水川　　厚 43 岡山県 岡山スイキュウ㈱泉田営業所 974
5 名和　俊輔 30 岐阜県 濃飛倉庫運輸㈱岐阜支店貸切営業所 968

ト
レ
ー
ラ

1 下原　輝男 33 鹿児島県 日本通運㈱鹿児島支店 972
2 岡　　勇人 31 宮城県 西濃運輸㈱仙台支店 972
3 秋山　　映 46 埼玉県 日通児越運輸㈱児玉営業所 968
4 千葉　祐輔 35 茨城県 日本通運㈱東京東支店茨城自動車事業所 962
5 稲川　進一 40 栃木県 ㈱バンテックイースト栃木営業所 961

女
性

1 一柳　陽子 39 愛知県 日本通運㈱豊田支店 954
2 今屋　京子 48 長崎県 日本通運㈱長崎支店中央営業センター 922
3 田渕　由子 45 兵庫県 ㈱日立物流西日本兵庫営業所 916
4 堀田紗央里 28 福井県 濃飛西濃運輸㈱福井支店 914
5 古屋峰智子 41 北海道 北海道郵便逓送㈱札幌営業所 911

女
性
部
門
優
勝
の
一
柳
陽
子
さ
ん

（
愛
知
県
代
表
）

ト
レ
ー
ラ
部
門
優
勝
の
下
原
輝
男
さ

ん
（
鹿
児
島
県
代
表
）

11
㌧
部
門
優
勝
の
西
川
幸
男
さ
ん

（
兵
庫
県
代
表
）

４
㌧
部
門
優
勝
で
内
閣
総
理
大
臣
賞

の
佐
藤
亮
介
さ
ん
（
北
海
道
代
表
）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.10.15—
11.1

新規許可
貨物自動車
運送事業者数
（平成29年7月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局
都道
府県

平成
29年
7月

前年
同期
比

北海道 39 9 

東
北

青　森 8 1 
岩　手 5 -3 
宮　城 20 2 
秋　田 6 3 
山　形 3 -1 
福　島 28 7 

計 70 9 

関
東

茨　城 17 10 
栃　木 7 -4 
群　馬 10 1 
埼　玉 39 12 
千　葉 23 -3 
東　京 28 -6 
神奈川 35 16 
山　梨 3 -2 

計 162 24 

北
陸
信
越

新　潟 4 0 
長　野 5 1 
富　山 3 -1 
石　川 5 2 

計 17 2 

中
部

福　井 1 -1 
岐　阜 8 -8 
静　岡 13 0 
愛　知 28 3 
三　重 7 -1 

計 57 -7 

近
畿

滋　賀 10 1 
京　都 17 4 
大　阪 52 -9 
兵　庫 35 3 
奈　良 7 1 
和歌山 4 0 

計 125 0 

中
国

鳥　取 2 -2 
島　根 2 0 
岡　山 5 -5 
広　島 9 -3 
山　口 7 5 

計 25 -5 

四
国

徳　島 3 -2 
香　川 3 -5 
愛　媛 7 2 
高　知 4 1 

計 17 -4 

九
州

福　岡 42 30 
佐　賀 3 2 
長　崎 3 0 
熊　本 6 4 
大　分 5 -1 
宮　崎 5 1 
鹿児島 5 -1 

計 69 35 
沖　縄 5 -4 

※ 2 0 
合　計 588 59 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

　あなたは、前方左側にショッピングセンターのある片側１車線の道
路を走行しています。携行しているスマートフォンから着信音が鳴りま
した。この運転場面にはどのような危険がありますか。また、危険を
避けるにはどのような運転をすればよいでしょうか、考えてみましょう。

状 

況

〔第 93回〕「走行中にスマートフォンの着信音」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～追越し編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  車両通行帯のある道路で、最も右側の車両通行帯を通行して追越
しをする場合、追越しが終わったときには、速やかにそれ以外の
車両通行帯に戻らなければならない。（ ○・× ）

❷  優先道路を通行している場合を除き、交差点とその手前から50メ
ートル以内の場所は追越し禁止である。（ ○・× ）

❸  他の車に追い越されるときは、追越しが終わるまで速度を上げて
はならない。（ ○・× ）

❹  道路の左側部分の幅員が７メートルに満たない道路において、他
の車両を追い越そうとするときは、道路の中央から右の部分には
み出して通行することができる。（ ○・× ）

❺  前の車の進行を妨げなければ道路の左側部分に戻れなくなるよう
な追越しをしてはならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑今
号
の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
を

防
ご
う
！　

 

合
言
葉
は
﹃
お

ち
な
い
﹄
︱
徹
底
し
よ
う
！

大
型
車
の
車
輪
脱
落
を
防
ぐ

４
つ
の
ル
ー
ル
︱
﹂
と
題
し

た
チ
ラ
シ
を
折
り
込
ん
で
い

る
（
写
真
）︒
冬
季
タ
イ
ヤ
へ

の
交
換
が
本
格
化
す
る
時
期

を
前
に
︑
車
輪
脱
落
事
故
の

防
止
を
目
的
と
し
た
も
の

で
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
時
の

注
意
点
や
交
換
後
の
増
し
締

め
や
日
常
点
検
な
ど
の
重
要

性
を
注
意
喚
起
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑こ
の
呼
び
か
け
は
︑

国
土
交
通
省
︑
自
動
車
点
検

整
備
推
進
協
議
会
︑
大
型
車

車
輪
脱
落
防
止
連
絡
会
と
連

携
し
た
も
の
で
︑
例
年
２
月

に
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

が
多
い
こ
と
受
け
︑
冬
タ
イ

ヤ
交
換
期
の
こ
の
時
期
に
脱

落
防
止
策
を
周
知
し
て
い
る
︒ 　

詳
し
い
情
報
は
（
一
社
）

日
本
自
動
車
工
業
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
ほ
か
︑
全
ト
協
Ｈ

Ｐ
で
も
紹
介
し
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
10
月
30
日
︑

﹁
平
成
29
年
自
動
車
関
係
功

労
者
大
臣
表
彰
式
﹂
を
挙
行

し
た
︒
受
賞
者
数
は
２
２
５

人
で
︑
こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
関
係
は
69
人
が
受

賞
し
︑
石
井
啓
一
国
土
交
通

大
臣
か
ら
受
領
代
表
の
須
藤

弘
三
氏
（
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
︑
カ
ネ
フ
ジ
運
輸

㈱
代
表
取
締
役
）
へ
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た
︒
表
彰
式
終

了
後
︑
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
で
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
主
催
の
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
た
︒

　

受
賞
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
）︒

︻
経
営
者
（
45
人
）︼

▽
髙
山
春
男
（
釧
高
運
輸
㈱

取
締
役
会
長
）︑▽
対
馬
寛（
対

馬
運
送
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）︑
▽
新
原
一
郎
（
㈱
に
い

は
ら
代
表
取
締
役
）︑
▽
西
藤

鐵
美
（
㈱
ニ
シ
テ
ツ
急
送
代
表

取
締
役
）︑
▽
松
枝
幸
雄
（
㈱

松
栄
運
輸
代
表
取
締
役
）︑
▽

山
本
喜
章
（
㈱
フ
ジ
ネ
ッ
ト
代

表
取
締
役
社
長
）︑
▽
渡
邉
慶

次
郎
（
渡
辺
運
輸
㈱
代
表
取

締
役
）︑
▽
木
村
英
敬
（
青
森

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
三
協

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
）︑
▽
須

藤
弘
三
（
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
︑
カ
ネ
フ
ジ
運
輸
㈱

代
表
取
締
役
）︑
▽
青
柳
保
之

（
青
柳
運
送
㈲
代
表
取
締

役
）︑
▽
梅
澤
博
之
（
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
江
戸
川
支
部

常
任
理
事
︑
梅
沢
運
送
㈲
代

表
取
締
役
社
長
）︑
▽
江
原
信

�
平
成
29
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰

ト
ラ
ッ
ク
関
係
69
人
が
受
賞

行
（
江
原
運
輸
㈲
代
表
取
締

役
）︑
▽
河
原
隆
子
（
関
東
陸

送
㈱
取
締
役
会
長
）︑
▽
齋
藤

政
雄
（
㈱
太
平
洋
エ
ク
ス
プ
レ

ス
代
表
取
締
役
）︑
▽
櫻
井
重

智
（
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理

事
︑
桜
井
運
送
㈲
代
表
取
締

役
）︑
▽
鈴
木
政
良
（
栃
木
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
塩
那
支
部
副

支
部
長
︑
高
根
沢
運
送
㈲
代

表
取
締
役
）︑
▽
鈴
木
三
津
雄

（
青
戸
運
送
㈱
代
表
取
締

役
）︑
▽
髙
宮
茂
男
（
高
宮
運

輸
㈲
代
表
取
締
役
社
長
）︑
▽

竹
内
政
司
（
竹
内
運
輸
工
業

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）︑
▽
武

田
薫
（
栃
木
県
霊
柩
自
動
車

協
会
会
長
︑
㈱
タ
ケ
ダ
商
事

代
表
取
締
役
）︑▽
原
邦
昭（
㈱

グ
ロ
ー
バ
ル
代
表
取
締
役
）︑

▽
平
田
三
郎
（
平
和
貨
物
運

送
㈱
代
表
取
締
役
）︑
▽
峰
岸

文
夫
（
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

栃
木
支
部
支
部
長
︑
㈱
共
同

陸
運
代
表
取
締
役
会
長
）︑
▽

髙
木
利
定
（
㈱
梅
定
代
表
取

締
役
）︑
▽
藤
巻
良
彦
（
㈱
共

栄
ロ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
取
締
役

会
長
）︑
▽
水
島
正
孝
（
北
陸

ト
ラ
ッ
ク
運
送
㈱
代
表
取
締

役
会
長
）︑
▽
米
花
立
美
（
山

三
石
油
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
）︑
▽
稲
井
博
行
（
和
光
運

輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）︑
▽

井
上
正
幸
（
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
理
事
︑
宏
正
産
業
㈲
代

表
取
締
役
社
長
）︑
▽
河
嶋
義

孝
（
元
・
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協

会
副
会
長
︑
河
嶋
運
送
㈱
代

表
取
締
役
会
長
）︑
▽
龍
田
潤

三
（
新
栄
陸
運
㈱
取
締
役
会

長
）︑
▽
𠩤
岡
謙
一
（
兵
庫
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑
㈱
原

岡
運
送
店
代
表
取
締
役
）︑
▽

藤
井
武
治
（
㈱
藤
井
商
会
取

締
役
会
長
）︑▽
大
西
俊
雄（
山

口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
下
関
支
部

理
事
︑
旭
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）︑
▽
河
崎
靜
生
（
山

口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
河

崎
運
輸
機
工
㈱
代
表
取
締

役
）︑
▽
鳥
越
順
治
（
岡
山
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
備
中
地
域
協

議
会
副
会
長
︑
清
水
運
送
㈱

代
表
取
締
役
）︑
▽
永
井
好
輔

（
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副

会
長
︑
㈱
永
井
運
送
代
表
取

締
役
）︑
▽
藤
原
清
（
岡
山
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
備
前
地
域
協

議
会
副
会
長
︑
上
道
運
輸
㈱

代
表
取
締
役
）︑
▽
妙
見
三
千

年（
㈲
豊
運
送
取
締
役
会
長
）︑

▽
脇
地
生
忠
（
㈱
脇
地
運
送

取
締
役
会
長
）︑
▽
一
宮
貢
三

（
愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
︑
一
宮
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）︑
▽
古
川
博
（
㈲
古

川
運
送
代
表
取
締
役
）︑
▽
後

藤
能
久
（
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
理
事
︑
㈲
後
藤
運
送
代
表

取
締
役
）︑
▽
住
永
金
司
（
元

・
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
︑
熊
本
交
通
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
）︑
▽
前
田
定
（
元
・

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
︑
㈱
前
興
運
輸
代
表
取
締

役
会
長
））

︻
運
転
者
（
24
人
）︼

▽
加
藤
研
一
（
㈱
ボ
ル
テ
ッ
ク

ス
セ
イ
グ
ン
）︑
▽
藤
江
健
二

（
東
松
山
運
輸
㈲
）︑
▽
本
田

祐
己
（
鬼
石
運
輸
㈱
）︑
▽
松

村
信
雄
（
東
群
運
送
㈱
）︑
▽

茂
木
次
男（
㈱
三
星
・
運
送
）︑

▽
山
下
清
行（
㈲
石
原
運
送
）︑

▽
勝
亦
保
郎（
泰
平
運
輸
㈱
）︑

▽
津
曲
龍
治（
金
川
運
輸
㈱
）︑

▽
中
井
三
千
雄
（
日
本
郵
便

輸
送
㈱
）︑
▽
夏
目
達
夫
（
カ

リ
ツ
ー
㈱
）︑▽
堀
江
精
二
（
福

井
口
運
送
㈱
）︑▽
相
澤
明（
鴻

池
運
輸
㈱
）︑▽
岩
元
道
則（
太

陽
運
輸
㈱
）︑▽
奥
野
松
喜（
㈱

神
戸
急
配
社
）︑
▽
小
山
英
明

（
㈱
ヨ
シ
ダ
商
事
運
輸
）︑
▽

坂
本
安
（
㈱
キ
ン
グ
・
ラ
イ

ン
）︑
▽
新
堀
陽
一
（
根
岸
運

送
㈱
）︑
▽
竹
内
裕
（
日
本
通

運
㈱
）︑
▽
藤
本
昌
史
（
堀
内

運
送
㈱
）︑
▽
村
上
修
（
河
西

運
輸
㈱
）︑
▽
森
本
茂
彦
（
三

田
運
送
㈱
）︑▽
山
田
秀
幸（
和

扇
運
輸
㈱
）︑
▽
谷
村
隆
（
日

本
通
運
㈱
）︑
▽
山
根
敦
（
福

山
通
運
㈱
）

※ホイールナットの締付け不足、締め忘れ防止のため、ナット締付け
作業時（終了後）、「規定の締付けトルク」で確実に締付けたことを
確認するよう、お願いします。

締付け方式には、球面座で締付けるJIS方式、
平面座で締付けるISO方式があります。
規定のトルクで確実に締付けてください。

ねじの締付け方向を確かめて締付けます。ねじの締付け方向を確かめて締付けます。

Mr.整備くん

ゃんと増し締め
交換後

規定のトルクで確実に締め付けを
締付け後は初期なじみによって
ホイールナットの締付け力が低下。
50～100km走行後を目安に、

増し締めしてください。

50～100km走行後に、しっかり増し締めを

運行前にホイールボルト、ナットを目で見てさわって点検
してください。異常を発見したらすぐ整備工場へ。

スチールホイール、アルミホイールの履き替えには、それぞれ
適合するホイールボルト、ナットの使用が必要です。必ずご確認
ください。
※ＪＩＳ方式では、アルミホイール（スチール）用のホイールボルト、ナットで、スチールホイール

（アルミ）は履けません！  IＳＯ方式では、スチールホイール用ホイールボルトで、アルミホイールは
履けません !

や待てよ？
ボルトとナットは
適正か？

ホイールに適合したボルト、ナットを一日一回の日常点検を

お ち

大型車の
車輪脱落を防ごう!

徹底しよう！大型車の車輪脱落を防ぐ４つのルール

な い

国土交通省　自動車点検整備推進協議会　大型車車輪脱落防止連絡会　
日本自動車工業会（いすゞ 自動車　日野自動車　三菱ふそうトラック・バス　UDトラックス）
全日本トラック協会　日本バス協会　全国自家用自動車協会　日本自動車整備振興会連合会
日本自動車販売協会連合会　全国タイヤ商工協同組合連合会　日本自動車タイヤ協会
全国石油商業組合連合会　日本自動車車体工業会　日本自動車輸入組合　日本自動車機械工具協会
日本自動車機械器具工業会　自動車用品小売業協会

詳しい情報は日本自動車工業会ホームページへ
http://www.jama.or.jp/user/

！！！！

合言葉は

❶アウターナット
を緩めます。

❷インナーナット
を締付けます。

❸アウターナット
を締付けます。

JIS方式（球面座）ダブルタイヤの場合

※この図は右側タイヤの場合です。

（ナット）

きまりのトルクで
きちんと締め付けて

っと見て
ボルト触って
さぁ出発！
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標
準
貨
物
利
用
運
送
約
款

等
を
一
部
改
正

11
月
4
日
か
ら
施
行

　

国
土
交
通
省
は
10
月
30

日
︑
標
準
貨
物
利
用
運
送
約

款
等
の
一
部
改
正
を
告
示
し

た
︒
11
月
４
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
︒
本
改
正
の
対
象
と
な

る
の
は
︑
貨
物
利
用
運
送
事

業
法
に
基
づ
き
︑
第
一
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
の
登
録
を

受
け
た
事
業
者
で
︑
同
約
款

の
改
正
内
容
は
︑﹁
標
準
貨

物
自
動
車
運
送
約
款
﹂
の
一

部
改
正
と
同
様
に﹁
積
込
料
﹂

 

前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
４
件

平
成
29
年
９
月
末
現
在
の
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
第
一
当
事
者
死
亡
事
故
件
数

　

警
察
庁
に
よ
る
と
︑
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事
者

と
な
る
死
亡
事
故
は
︑
平
成

﹁
取
卸
料
﹂
お
よ
び
﹁
待
機

時
間
料
﹂
を
収
受
す
る
こ
と

等
が
規
定
さ
れ
た
︒

29
年
９
月
末
現
在
合
計
１
８

９
件
で
︑
昨
年
同
期
と
比
較

し
て
マ
イ
ナ
ス
４
件
と
な
っ

た
︒
ま
た
︑
９
月
単
月
で
は

大
型
９
件
（
昨
年
同
月
比
±

０
）︑
普
通
・
準
中
型
・
中

型
合
計
９
件
（
同
マ
イ
ナ
ス

１
）
で
あ
っ
た
︒

［
訂
正
］﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄10
月
15
日
号

２
面
に
掲
載
し
た
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
調
査
の
﹁
新
規
許
可
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
数
（
平
成
29
年
７
月
末
）﹂

の
前
年
同
期
比
デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。お
詫
び
し
て
、正
し
い
前
年
同

期
比
デ
ー
タ
を
再
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
11
月
１
日
〜
11
月
30
日
）

▽
11
月
８
日

・
第
４
回
引
越
事
業
者
優
良
認
定

制
度
審
査
委
員
会

・
青
年
部
会
全
国
代
表
者
協
議
会

▽
11
月
９
日

・
正
副
会
長
会
議

・
総
務
委
員
会

▽
11
月
14
日

・
第
４
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会

▽
11
月
21
日

・
第
44
回
引
越
部
会

▽
11
月
27
日

・
第
47
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

「広報とらっく」からのお願い
交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に

事業用トラックは車体が大きいことから、
・急な車線変更
・不用意なクラクション
・公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
などは、一般乗用車より目立ち、交通弱者や沿
道の住民の方にとって、より迷惑に感じられま
す。プロトラックドライバーは、交通法規を守
るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバー
の見本となりましょう。
また、最近、交通トラブルによる事故等が社会
問題化しています。あおり運転や無理な割り込
みなど、他車から迷惑行為を受けても冷静に対
応しましょう。

大
型
車
の
車
輪
脱
落
防
止
策
を
周
知

チ
ラ
シ
を
折
り
込
み
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 第147回 

朝礼は労働時間扱いと
しなければいけないか

︻
解
説
︼
確
か
に
ご
指
摘
の
よ
う
に
︑

Ａ�
参
加
義
務
が
あ
る
場
合
は
労

働
時
間
と
し
て
扱
う
必
要
が

　

弊
社
で
は
、
毎
朝
、
始
業
前

に
４
～
５
分
間
の
朝
礼
を
行
っ
て

い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
古
く
か

ら
の
慣
行
で
す
し
、
わ
ず
か
な
時

間
で
も
あ
る
の
で
、
労
働
時
間
の

扱
い
に
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
最
近
、﹁
朝
礼
を
労
働
時

間
に
加
え
る
よ
う
労
働
基
準
監

督
署
か
ら
指
導
を
受
け
た
事
業

場
が
あ
っ
た
﹂
と
聞
き
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
、
特
に
社
員
の
間
か

ら
不
満
が
出
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
弊

社
の
よ
う
な
や
り
方
は
ま
ず
い
の

で
し
ょ
う
か
。

最
近
︑
愛
知
県
下
の
名
古
屋
北
労
働

基
準
監
督
署
管
内
で
そ
う
し
た
ケ
ー

ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
会
社

で
は
毎
朝
︑
営
業
開
始
前
に
５
分
間

の
朝
礼
を
開
き
︑
連
絡
事
項
の
伝
達

や
仕
事
上
の
心
得
の
唱
和
な
ど
に
充

て
て
い
ま
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
労

基
署
か
ら
﹁
朝
礼
を
労
働
時
間
と
し

て
扱
っ
て
い
な
い
の
は
問
題
で
あ
り
︑

労
働
時
間
に
含
め
る
べ
き
だ
﹂
と
す

る
是
正
勧
告
を
受
け
た
と
い
う
も
の

で
す
︒
こ
の
た
め
同
社
で
は
︑
朝
礼

の
実
施
を
勤
務
時
間
内
に
変
更
し
︑

一
部
の
部
署
で
行
わ
れ
て
い
た
終
業

後
の
終
礼
も
︑
同
様
の
扱
い
に
改
め

た
と
い
い
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
こ
れ
ま
で

の
朝
礼
・
終
礼
時
間
分
の
賃
金
も
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に
し
た
そ

う
で
す
︒

　

朝
礼
に
つ
い
て
は
︑
我
が
国
で
は

多
く
の
会
社
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る

ご
く
一
般
的
な
社
内
行
事
と
い
え
ま

す
が
︑
始
業
前
の
場
合
︑
時
間
も
数

分
と
短
い
こ
と
も
あ
っ
て
︑
勤
務
時

間
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
結

構
多
い
の
が
実
態
と
思
わ
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
改
め
て
労
働
時
間
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
お
さ
ら
い
し
て

み
ま
す
と
︑
普
通
は
﹁
労
働
者
が
使

用
者
に
労
務
を
提
供
し
︑
使
用
者
の

現
実
的
な
指
揮
命
令
に
服
し
て
い
る

時
間
﹂
な
ど
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
で
し
ょ
う
︒
そ
れ
で
は
︑
今
回

の
朝
礼
の
よ
う
に
実
作
業
に
入
る
前

の
準
備
的
な
も
の
は
ど
う
な
の
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
ほ
か
に
も

更
衣
︑
清
掃
︑
作
業
の
引
き
継
ぎ
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒

　

こ
れ
ら
の
時
間
が
労
働
時
間
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
︑原
則
︑

①
作
業
等
に
不
可
欠
な
時
間
で
あ
っ

て
︑
か
つ
②
使
用
者
の
直
接
的
支
配

下
に
あ
る
時
間
で
︑
就
労
義
務
拘
束

の
あ
る
場
合
︱
︱
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

分
か
り
や
す
く
い
え
ば
︑
朝
礼
に
つ

い
て
は
﹁
参
加
義
務
の
あ
る
も
の
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
︒
前
述
の
名
古
屋

北
労
基
署
管
内
の
ケ
ー
ス
で
も
︑
会

社
が
朝
礼
に
出
席
す
る
よ
う
指
示
を

出
し
て
い
た
と
い
う
点
が
労
働
時
間

と
し
て
判
断
さ
れ
る
決
め
手
と
な
っ

た
と
い
い
ま
す
︒
そ
う
な
れ
ば
︑
わ

ず
か
数
分
だ
と
し
て
も
労
働
時
間
で

あ
る
以
上
︑
き
ち
ん
と
カ
ウ
ン
ト
し
︑

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
す
︒

　

今
の
と
こ
ろ
︑
全
国
の
労
基
署
で

一
斉
に
こ
の
よ
う
な
指
導
が
行
わ
れ

て
い
る
と
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
︑
い

ず
れ
に
せ
よ
︑
わ
ず
か
と
い
え
ど
も

法
違
反
に
は
注
意
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

改
正
標
準
貨
物
自
動
車
運
送

約
款
（
標
準
約
款
）
が
施
行
に
な

る
︒
最
近
︑
筆
者
の
事
務
所
に
も

契
約
や
請
求
な
ど
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
た
︒
例
え

ば
︑﹁
い
ま
ま
で
運
賃
一
本
で
請
求

し
て
い
た
が
︑
運
賃
と
料
金
を
分

け
て
請
求
書
を
発
行
す
る
の
だ
ろ

う
か
﹂
と
い
っ
た
質
問
な
ど
だ
︒

　

約
款
は
︑
不
特
定
多
数
の
取
引

先
に
対
し
て
同
一
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
時
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
契
約

内
容
を
検
討
し
な
く
て
も
良
く
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ

て
︑
大
部
分
の
事
業
者
が
行
っ
て

い
る
よ
う
な
特
定
荷
主
へ
の
オ
ー

ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
は
︑
契

約
書
で
締
結
し
た
条
件
を
優
先
す

べ
き
だ
ろ
う
︒

　

あ
る
取
材
先
で
面
白
い
話
が
あ

っ
た
︒
こ
の
事
業
者
は
昨
年
４
月

に
荷
主
に
提
出
し
た
要
望
書
に
沿

っ
て
︑
こ
の
間
︑
荷
主

と
話
し
合
い
を
続
け
て

き
た
︒
要
望
項
目
ご
と

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
解
決
策
を
検
討

し
︑
運
賃
や
作
業
内
容

ご
と
に
料
金
も
決
め
直

し
た
︒
新
し
い
契
約
書

を
締
結
し
て
10
月
か
ら

実
施
す
る
予
定
だ
っ
た

が
︑
改
正
標
準
約
款
と
の
整
合

性
か
ら
一
時
保
留
に
し
て
い
た
︒

　

そ
の
件
の
話
も
兼
ね
て
取
材

に
行
っ
た
の
で
あ
る
︒
契
約
書

と
標
準
約
款
と
の
整
合
性
で
は

﹁
契
約
書
を
優
先
し
て
︑
そ
の

条
件
に
合
わ
せ
て
約
款
の
内
容

を
届
け
出
る
よ

う
に
す
る
﹂
と

い
う
話
に
な
っ

た
︒
と
い
う
の

は
︑
荷
主
と
の

契
約
書
の
方
が

標
準
約
款
よ
り

も
良
い
（
自
社

に
有
利
）
か
ら

だ
︒
一
例
を
挙

げ
れ
ば
︑
標
準

約
款
で
は
中
止

手
数
料
（
第
三

十
七
条
２
二
）

が
﹁
使
用
予
定

車
両
が
普
通
車

で
あ
る
場
合
は

１
両
に
つ
き
３

５
０
０
円
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
だ

が
︑
こ
の
事
業
者
は
以
前
か
ら

そ
の
数
倍
の
手
数
料
で
契
約
し

て
お
り
︑
新
契
約
書
で
も
踏
襲

す
る
︒
そ
の
他
も
︑
標
準
約
款

よ
り
良
い
契
約
内
容
に
な
っ
て

い
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
契
約
書
の
方
が
標

準
約
款
よ
り
良
け
れ
ば
（
自
社
に

有
利
）︑
約
款
を
契
約
書
に
合
わ

せ
れ
ば
良
い
︒
逆
に
実
際
の
契
約

内
容
が
標
準
約
款
よ
り
悪
け
れ
ば

（
自
社
に
不
利
）︑
標
準
約
款
を

盾
に
し
て
契
約
条
件
の
改
善
を
要

請
す
べ
き
だ
︒

　

先
の
事
業
者
は
︑
ず
っ
と
以
前

か
ら
待
機
時
間
の
改
善
な
ど
も
実

現
し
て
き
た
︒
同
社
は
保
有
車
両

数
が
10
台
弱
︑
従
業
員
数
も
20
人

弱
で
︑
当
該
荷
主
へ
の
売
上
依
存

度
が
高
い
︒
そ
れ
で
も
時
に
は
荷

主
担
当
者
と
口
論
も
し
て
き
た
と

い
う
︒
よ
く
そ
れ
だ
け
の
姿
勢
が

貫
け
る
と
感
心
す
る
が
︑﹁
運
行

管
理
な
ど
日
常
業
務
は
担
当
者
に

任
せ
ら
れ
る
︒
特
定
荷
主
へ
の
依

存
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
︑
取

引
条
件
の
改
善
に
努
め
る
の
が
経

営
者
と
し
て
の
一
番
の
仕
事
﹂
と

考
え
て
い
る
か
ら
だ
︒
も
ち
ろ
ん

荷
主
担
当
者
に
よ
っ
て
受
け
止
め

方
に
差
は
あ
る
が
︑そ
れ
で
も
﹁
こ

ち
ら
の
本
気
度
は
必
ず
伝
わ
る
﹂

と
い
う
︒

　

行
政
や
業
界
団
体
に
よ
っ
て
取

引
の
枠
組
み
が
改
善
さ
れ
た
︒
そ

の
条
件
を
生
か
す
か
ど
う
か
は
︑

経
営
者
の
姿
勢
と
こ
れ
か
ら
の
行

動
に
か
か
っ
て
い
る
︒

第
196
回

これからは経営者自身が試される

　

今
回
は
︑
３

つ
の
○
×
問
題

を
皆
様
に
用
意

し
ま
し
た
︒

　

そ
れ
で
は
︑
第
１
問
で
す
︒﹁
側
面
に
︿
Ｍ

Ｕ
Ｄ
＋
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
﹀
と
い
う
表
示
が
あ
る
タ

イ
ヤ
は
︑
雪
道
で
も
使
え
る
タ
イ
ヤ
で
︑
高
速

道
路
の
チ
ェ
ー
ン
規
制
も
問
題
な
い
﹂︒

　

正
解
は
︑﹁
×
﹂
で
す
︒
自
信
を
も
っ
て
こ

う
言
い
切
る
人
が
多
く
︑
中
に
は
こ
の
言
葉
を

鵜
呑
み
に
し
て
︑
冬
の
降
雪
地
域
に
出
か
け
て

い
き
︑
凍
結
し
た
道
路
で
ク
ル
マ
を
ス
リ
ッ
プ

さ
せ
て
︑
大
変
な
目
に
遭
っ
た
と
い
う
体
験
談

も
ま
だ
聞
か
れ
ま
す
︒

　

大
ざ
っ
ぱ
に
説
明
す
る
と
︑︿
Ｍ
Ｕ
Ｄ
＋
Ｓ

Ｎ
Ｏ
Ｗ
﹀
の
表
記
が
あ
る
タ
イ
ヤ
は
︑﹁
溝
の

の
表
記
が
な
け

れ
ば
︑
チ
ェ
ー

ン
規
制
の
か
か

っ
た
道
路
は
通
行
で
き
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
︒

　

続
い
て
︑第
２
問
︒﹁
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
︑

カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
た
路
面
で
も
走
る
こ
と
が
で
き

る
？
﹂︒
こ
れ
は
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着

し
た
ク
ル
マ
に
初
め
て
乗
る
人
に
多
い
質
問
で
す
︒

　

正
解
は
︑﹁
◯
﹂︒﹁
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は

雪
道
に
強
い
が
︑
凍
結
し
た
道
路
に
は
弱
い
﹂
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
︑
私
は
そ
う
聞

か
れ
る
た
び
に
﹁
実
は
逆
で
す
﹂
と
答
え
ま
す
︒

　

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
最
大
の
特
性
は
︑
氷

点
下
近
く
に
な
っ
て
も
ゴ
ム
の
柔
軟
さ
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
で
す
︒
タ
イ
ヤ
表
面
に
あ
る
数
万
本
の

極
微
小
溝
が
凍
結
し
た
路
面
を
ひ
っ
か
き
︑
そ
の

時
に
出
る
水
分
を
同
時
に
吸
い
取
る
こ
と
で
︑
ス

リ
ッ
プ
せ
ず
に
走
行
で
き
ま
す
︒
逆
に
︑
細
か
い

面
積
が
多
い
タ
イ
ヤ
﹂
で
す
︒
四
角
い
ブ
ロ
ッ
ク

や
横
溝
も
あ
る
こ
と
か
ら
︑
路
面
の
土
や
泥
を
排

出
す
る
能
力
が
高
く
︑
溝
も
深
い
の
で
︑
雪
を
外

に
掻
き
出
す
能
力
も
高
い
で
す
︒
た
だ
︑
氷
点

下
近
く
に
な
る
と
︑
夏
用
タ
イ
ヤ
と
同
様
に
︑
ゴ

ム
が
石
の
よ
う
に
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
︑

氷
の
上
で
は
駆
動
︑
制
動
が
で
き
ま
せ
ん
︒
こ
の

︿
Ｍ
Ｕ
Ｄ
＋
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
﹀
表
記
の
あ
る
タ
イ
ヤ

は
︑
ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
や
三
菱
・
パ

ジ
ェ
ロ
な
ど
Ｒ
Ｖ
タ
イ
プ
の
車
種
に
装
着
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
︑
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の
ミ
ッ
ク
ス

タ
イ
プ
（
全
天
候
タ
イ
プ
）
に
も
す
べ
て
そ
の
表

記
が
あ
り
ま
す
︒
よ
っ
て
︑
勘
違
い
を
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
︑
冬
場
の
降
雪
地
域
に
入
る

に
は
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
装
着
が
必
要
で

あ
り
︑そ
れ
を
証
明
す
る︿
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
﹀

溝
が
多
い
た
め
︑雪
が
詰
ま
り
や
す
い
こ
と
か
ら
︑

雪
道
に
対
し
て
は
弱
い
の
で
す
︒
だ
か
ら
︑
新
品

の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
か
ら
と
い
っ

て
︑
深
い
新
雪
路
に
入
り
込
む
と
︑
わ
ず
か
数
㍍

で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
過

信
し
な
い
で
く
だ
さ
い
︒

　

そ
し
て
︑
第
３
問
︒
最
後
の
問
題
で
す
︒﹁
降

雪
地
域
に
は
年
数
回
し
か
行
く
こ
と
が
な
い
の

で
︑
安
い
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
お

け
ば
問
題
な
い
﹂︒
こ
れ
は

５
～
６
年
前
ま
で
︑
よ
く
や

り
取
り
さ
れ
た
会
話
で
す
︒

　

正
解
は
︑﹁
×
﹂︒
乗
用

車
用
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
を
例
に
取
れ
ば
︑
国
産
メ

ー
カ
ー
品
は
４
本
で
10
万
円

程
度
す
る
も
の
が
︑
激
安
品

だ
と
そ
の
半
額
以
下
で
す
︒

こ
の
金
額
の
差
に
目
移
り
し

て
︑
激
安
品
を
選
ん
だ
結
果
︑
ス
キ
ー
場
の
駐

車
場
に
さ
え
到
達
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
実
体
験

が
広
ま
っ
た
の
で
︑
今
で
は
﹁（
夏
用
タ
イ
ヤ
は

別
と
し
て
）
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
だ
け
は
︑
お

金
を
惜
し
ん
で
は
い
け
な
い
﹂
と
い
う
名
言
が
生

ま
れ
ま
し
た
︒
安
価
な
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
︑

氷
路
面
か
ら
溶
け
出
す
水
分
を
除
去
す
る
能
力

が
低
い
の
で
（
そ
の
性
能
が
値
段
の
差
に
表
れ
ま

す
）︑
雪
道
で
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
の
で
す
︒

　

３
つ
の
問
題
の
う
ち
︑
１

つ
で
も
不
正
解
だ
っ
た
方

は
︑
残
念
な
が
ら
︑
冬
の
タ

イ
ヤ
知
識
は
ま
だ
ま
だ
だ

と
思
い
ま
す
︒
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
︑
安
全
な
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
し
っ
か
り

装
着
し
て
︑
こ
の
冬
を
安
全

に
乗
り
切
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
で
す
︒

第
78
回 

「
ク
イ
ズ
形
式
で
覚
え
る『
冬
』の
タ
イ
ヤ
知
識
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①走行中に携帯電話やスマホを操作したり、画面を注視
すると前方への注意が欠けてしまいます。そのため、こ
の場面のように、ショッピングセンターなどの道路外施
設に入るために減速や停止をした車に気付くのが遅
れたり、交差点接近時の場合には信号が変わって停止
した車に気付くのが遅れる、高速道路では停止車両に
気付くのが遅れるなどにより、追突事故を引き起こす
大きな原因となります。道路交通法でも、走行中の携
帯電話やスマホの使用や画像の注視は禁止されてお
り、「走行中の携帯・スマホの操作は厳禁」をしっかり守
る必要があります。また、走行中に着信音が鳴るだけ
でも、それに気を取られて脇見運転になる危険があり
ますから、走行中は電源を切っておくか、ドライブモー
ドにしておくことを徹底しましょう。
②ショッピングセンターなどの施設がある場所は、車や
人の出入りが多くなります。そのため前を走る車の動
向はもちろんですが、歩行者や自転車の動向にも十分
に目を配る必要があります。特に対向車線側の歩道等
にいる歩行者は、施設に入ろうとして急に道路を横断

①スマホに気を取られたり、操作をすると、ショッピングセン
ターに入るために減速・停止した前車に気付くのが遅れ
て追突する危険があります（図１）。

②対向車線側の歩道にいる歩行者が、ショッピングセンター
に入るために減速・停止した前車を見て道路を横断して
くると、衝突する危険があります。（図２）。
③前車を追い越そうとすると、対向車と衝突する危険があり
ます（図３）。

　あなたは、前方左側にショッピングセンター
のある片側１車線の道路を走行しています。
携行しているスマートフォンから着信音が鳴り
ました。この運転場面にはどのような危険があ
りますか。また、危険を避けるにはどのような
運転をすればよいでしょうか、考えてみましょう。

してくることもありますから要注意です。また、こ
うした車や人の出入りが多い場所での追越しは
危険を伴いますから避けましょう。

図１

図２

図３

が
２
件
︑
共
同
輸
配
送
が
２

件
と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
11
月
17
日
17
時
ま

で
二
次
募
集
を
受
け
付
け

る
︒
詳
細
は
国
交
省
Ｈ
Ｐ
を

参
照
︒

 

明
治
１
５
０
年
で
各
種
施
策

　

政
府
は
平
成
30
（
２
０
１

８
）年
が
明
治
元（
１
８
６
８
）

年
か
ら
起
算
し
て
１
５
０
年

目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
︑﹁
明

治
１
５
０
年
﹂
関
連
施
策
に

取
り
組
む
︒
人
口
減
少
社
会

の
到
来
や
世
界
経
済
の
不
透

明
感
の
高
ま
り
な
ど
︑
昨
今

の
社
会
情
勢
は
︑
近
代
化
に

向
け
た
困
難
に
直
面
し
て
い

た
明
治
期
と
重
な
っ
て
お
り
︑

こ
の
節
目
の
年
に
改
め
て
明

治
期
を
振
り
返
り
︑
将
来
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
を
﹁
大
変

重
要
な
こ
と
﹂
と
位
置
付
け

て
い
る
︒

　

具
体
的
に
は
①
明
治
以
降

の
歩
み
を
次
世
代
に
遺
す
施

策
︑②
明
治
の
精
神
に
学
び
︑

さ
ら
に
飛
躍
す
る
国
へ
向
け

た
施
策
︑
③
明
治
１
５
０
年

に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い

く
施
策
︱
︱
の
３
本
の
柱
を

掲
げ
︑
明
治
期
に
関
す
る
文

書
・
写
真
等
の
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進
や
︑
明

治
期
の
若
者
や
女
性
︑
外
国

人
に
光
を
当
て
た
特
別
展
示

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開

催
し
︑
ま
た
国
際
交
流
等
を

実
施
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
国
だ
け
で
な
く

地
方
公
共
団
体
や
民
間
を
含

め
て
﹁
明
治
１
５
０
年
﹂
に

向
け
た
多
様
な
取
り
組
み
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
︑
広
報
を

中
心
と
し
た
支
援
を
行
う
と

し
て
い
る
︒

量
は
年
間
１
万
９
０
０
０
㌧

で
︑
全
体
の
省
力
化
量
は
年

間
39
万
６
０
０
０
時
間
に
及

び
︑
輸
送
網
集
約
事
業
の
う

ち
荷
待
ち
時
間
削
減
に
向
け

た
ト
ラ
ッ
ク
予
約
受
付
シ
ス

テ
ム
は
︑
計
10
件
導
入
さ
れ

た
︒

　

な
お
︑
実
施
事
業
者
数
は

総
計
１
５
７
事
業
者
で
︑
１

件
当
た
り
平
均
３
・
１
事
業

者
が
参
画
し
て
い
る
︒

業
へ
の
補
助
）
が
22
件
で
︑

計
画
策
定
経
費
補
助
（
今
後

同
法
に
基
づ
く
計
画
認
定
を

目
指
す
案
件
へ
の
補
助
）
が

９
件
︒

　

運
行
経
費
補
助
22
件
の
う

ち
︑
鉄
道
へ
の
転
換
は
12
件

で
︑船
舶
へ
の
転
換
が
９
件
︑

輸
送
網
の
集
約
化
が
１
件
︒

ま
た
︑
計
画
策
定
経
費
補
助

９
件
の
う
ち
︑
鉄
道
へ
の
転

換
が
２
件
︑
船
舶
へ
の
転
換

が
３
件
︑
輸
送
網
の
集
約
化

　

国
土
交
通
省
は
10
月
24

日
︑
昨
年
10
月
１
日
に
施
行

さ
れ
た
改
正
物
流
総
合
効
率

化
法
の
施
行
後
１
年
間
の
成

果
を
ま
と
め
た
︒

　

１
年
間
に
認
定
さ
れ
た
︑

同
法
に
基
づ
く
物
流
総
合
効

率
化
計
画
は
計
51
件
で
︑
そ

の
省
力
化
量
は
約
２
０
０
人

の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

相
当
す
る
労
働
力
を
確
保
し

た
こ
と
に
な
り
︑二
酸
化
炭
素

21
件
が
輸
送
網
の
集
約
︑
輸

配
送
の
共
同
化
が
６
件
と
な

っ
て
い
る
︒
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

の
内
訳
を
み
る
と
︑
鉄
道
へ

の
転
換
が
62
％
︑
内
航
海
運

へ
の
転
換
が
38
％
で
︑
関
東

～
九
州
間
な
ど
長
距
離
の
輸

送
が
大
半
を
占
め
る
が
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
を
背
景
に
︑

比
較
的
短
距
離
の
事
例
も
出

現
し
て
い
る
︒

　

51
件
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

 

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
31
件
認
定

事
業
費
補
助
の
一
次
公
募

　

国
土
交
通
省
は
10
月
13

日
︑
平
成
29
年
度
﹁
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
等
推
進
事
業
費
補

助
金
﹂
一
次
公
募
の
応
募
案

件
に
つ
い
て
︑
計
31
件
を
認

定
し
︑
交
付
決
定
し
た
と
発

表
し
た
︒

　

内
訳
は
︑
運
行
経
費
補
助

（
物
流
総
合
効
率
化
法
に
基

づ
く
計
画
認
定
を
受
け
た
事

（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
量
は
︑
約

２
１
６
万
本
分
の
ス
ギ
の
Ｃ

Ｏ
２
吸
収
量
に
相
当
す
る
こ

と
が
分
か
っ
た
︒

　

改
正
物
効
法
で
は
︑
荷
主

を
含
む
複
数
の
事
業
者
に
よ

る
物
流
の
省
力
化
・
効
率
化

・
環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
︒

　

51
件
の
認
定
計
画
の
う
ち

29
件
が
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
︑

２
０
０
人
分
の
省
力
化
効
果

改
正
物
効
法
施
行
１
年

足
﹂
が
最
も
多
か
っ
た
︒

11
月
は

下
請
適
正
化
月
間

下
請
法
の
普
及
・

啓
発
へ

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
は
︑毎
年
11
月
を﹁
下

請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
﹂

と
定
め
︑
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
（
下
請
法
）
の

普
及
・
啓
発
に
係
る
取
り
組

み
を
集
中
的
に
実
施
す
る
︒

　

今
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

標
語
は
﹁
取
引
条
件　

相
互

に
築
く　

未
来
と
信
頼
﹂で
︑

新
聞
・
雑
誌
等
を
通
じ
た
広

報
を
展
開
す
る
ほ
か
︑
全
国

47
都
道
府
県
の
62
会
場
で
︑

﹁
下
請
取
引
適
正
化
推
進
講

習
会
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

中
企
庁
独
自
事
業
と
し
て

は
︑
下
請
法
に
基
づ
く
書
面

調
査
に
対
す
る
回
答
が
な
く

督
促
に
応
じ
な
い
親
事
業

者
︑
過
去
に
同
様
の
改
善
指

導
を
２
回
以
上
受
け
て
い
る

親
事
業
者
の
役
員
等
を
招
致

す
る
︑
特
別
事
情
聴
取
等
を

実
施
す
る
︒

　

ま
た
︑
全
国
48
か
所
に
設

置
し
た﹁
下
請
か
け
こ
み
寺
﹂

の
利
用
促
進
を
図
る
︒

中
小
企
業
の
賃
上
げ増

え
る

29
年
度 

59
％
↓
66
％
に

　

経
済
産
業
省
は
10
月
23

日
︑
企
業
の
賃
上
げ
動
向
等

に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調

査
の
集
計
結
果
を
ま
と
め
︑

発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
平
成
29

年
度
に
賃
金
の
引
き
上
げ
を

実
施
し
た
企
業
は
︑
大
企
業

で
は
89
・
７
％
に
︑
中
小
企

業
で
は
66
・
１
％
と
な
り
︑

特
に
中
小
企
業
は
前
年
（
59

・
０
％
）を
上
回
っ
て
お
り
︑

大
企
業
は
前
年（
90
・
１
％
）

を
下
回
っ
た
︒

　

調
査
は
︑
大
企
業
２
０
０

１
社
︑
中
小
企
業
３
万
社
を

対
象
に
実
施
︒
大
企
業
の
う

ち
︑
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）

を
実
施
し
た
の
は
53
・
９
％

で
︑
多
く
の
企
業
で
﹁
子
育

て
・
介
護
等
︑
家
庭
環
境
や

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
重
視
し

た
賃
金
配
分
﹂
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
﹁
メ
リ
ハ
リ
の
効
い

た
賃
上
げ
﹂が
実
施
さ
れ
た
︒

　

中
小
企
業
で
賃
上
げ
を
行

っ
た
企
業
の
理
由
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
﹁
人
材
の
採
用

・
従
業
員
の
引
き
留
め
の
必

要
性
﹂
だ
っ
た
が
︑
非
正
規

社
員
で
は
﹁
最
低
賃
金
引
き

上
げ
の
た
め
﹂
が
次
い
で
多

か
っ
た
︒

　

中
小
企
業
の
賃
上
げ
実
施

企
業
の
う
ち
︑
月
例
給
与
を

引
き
上
げ
た
企
業
は
昨
年
の

91
・
３
％
か
ら
92
・
０
％
へ

と
増
え
︑
こ
の
う
ち
ベ
ア
を

行
っ
た
企
業
も
昨
年
の
29
・

５
％
か
ら
33
・
１
％
へ
と
増

加
し
た
︒

　

ま
た
中
小
企
業
の
う
ち
︑

長
時
間
労
働
の
新
た
な
上
限

規
制
に
つ
い
て
︑﹁
長
時
間
労

働
が
な
い
﹂
と
の
回
答
を
含

め
て
83
・
０
％
が
﹁
対
応
で

き
る
見
込
み
﹂
で
︑﹁
対
応

が
困
難
﹂
と
答
え
た
の
は
17

・
０
％
だ
っ
た
︒
対
応
困
難

な
理
由
と
し
て
は
﹁
人
員
不

 

低
温
物
流
構
築
へ

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

　

第
15
回
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交

通
大
臣
会
合
が
10
月
13
日
︑

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
か
れ
︑

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン
物
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

盛
り
込
ん
だ
新
ワ
ー
ク
プ
ラ

ン
を
承
認
し
た
︒

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
の
﹁
質
の

高
い
交
通
﹂
を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
の
新
し
い
行
動
計

画
で
︑
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

物
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
︑
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
連

携
の
枠
組
み
の
下
︑
物
流
専

門
家
会
合
で
議
論
し
て
い
た
︒

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
は
︑

経
済
発
展
に
伴
い
食
生
活
が

多
様
化
し
︑
コ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
物
流
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
が
︑
多
く
の
国
で
︑

安
価
だ
が
粗
悪
な
物
流
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
お
り
︑

食
料
廃
棄
率
が
高
い
な
ど
問

題
も
多
い
︒

　

こ
の
た
め
︑
物
流
事
業
者

の
冷
蔵
冷
凍
保
管
︑
輸
送
技

術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
で
︑
官
民
で
同
地
域
で
の

質
の
高
い
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー

ン
物
流
の
構
築
を
推
進
す
る

こ
と
に
し
た
︒

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
︑
物

流
事
業
者
お
よ
び
政
府
に
対

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

す
る
ほ
か
︑
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
通
じ
た
人
材
育
成
︑

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
︑
物
流
機

器
の
普
及
促
進
な
ど
を
進
め

る
︒

ど
の
利
用
条
件
が
異
な
る
全

国
の
複
数
地
域
で
実
証
実
験

を
実
施
し
︑
十
分
な
実
証
結

果
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
︑

今
年
９
月
末
で
実
証
事
業
を

終
了
し
て
い
た
︒

　

実
証
結
果
を
踏
ま
え
︑
規

制
所
管
の
国
家
公
安
委
員
会

が
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
に

な
り
︑
10
月
末
を
め
ど
に
改

正
道
路
交
通
法
施
行
規
則
が

公
布
︑
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
だ
︒

　

今
後
は
︑
リ
ヤ
カ
ー
付
三

輪
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の

市
場
拡
大
︑
女
性
や
高
齢
者

等
の
多
様
な
人
材
確
保
に
よ

る
配
送
業
界
で
の
人
手
不
足

解
消
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

 

電
動
自
転
車
の
ア
シ
ス
ト
力

２
倍
か
ら
３
倍
に
引
き
上
げ

　

国
土
交
通
・
経
済
産
業
両

省
は
10
月
19
日
︑
宅
配
便
の

集
配
で
使
用
さ
れ
る
リ
ヤ
カ

ー
付
三
輪
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
の
ア
シ
ス
ト
力
（
人
が

ペ
ダ
ル
を
踏
む
力
に
対
し
て

駆
動
補
助
機
が
補
助
す
る
力

の
比
率
）
の
上
限
を
現
行
の

２
倍
か
ら
３
倍
に
引
き
上
げ

る
と
発
表
し
た
︒

　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と
ヤ
マ
ハ

発
動
機
㈱
か
ら
産
業
競
争
力

強
化
法
に
基
づ
き
申
請
が
あ

り
︑
政
府
と
し
て
平
成
26
年

９
月
に
認
定
し
て
い
た
︒

　

そ
の
後
︑
地
形
や
気
候
な

経 産 省

公 取 委
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第
45
回 

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
７ 

特
集
・
前
編
①

い
す
ゞ
自
動
車

日
野
自
動
車

「運ぶの時代に、できること。」
未来の宅配便輸送を担うデザインコンセプト車などを展開

「もっと、はたらくトラック・バス」
フルモデルチェンジを果たした「プロフィア」「レンジャー」

　

日
野
自
動
車
㈱
は
︑﹁
も
っ

と
︑
は
た
ら
く
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑﹁
も
っ
と
効

率
よ
く
︑
も
っ
と
安
全
に
人
や

物
を
運
び
︑
人
々
の
生
活
を
支

え
る
た
め
に
も
っ
と
役
に
立
ち

た
い
﹂
と
い
う
思
い
を
込
め
た

展
示
を
展
開
︒
今
年
フ
ル
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

﹁
プ
ロ
フ
ィ
ア
﹂︑中
型
ト
ラ
ッ
ク

﹁
レ
ン
ジ
ャ
ー
﹂
な
ど
を
展
示

し
て
い
る
︒

①
日
野
プ
ロ
フ
ィ
ア（
市
販
車
❶
）

　

今
年
14
年
ぶ
り
の
フ
ル
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
果
た

し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
︒

エ
ク
ス
テ
リ
ア
︑
イ

ン
テ
リ
ア
を
一
新
す

る
と
と
も
に
︑
安
全

性
や
経
済
性
も
さ
ら

に
向
上
さ
せ
た
︒
対

人
検
知
が
可
能
な

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ

ー
キ﹁
Ｐ
Ｃ
Ｓ
﹂や
︑

車
線
逸
脱
警
報
な
ど

の
安
全
装
備
を
標
準

装
備
し
た
ほ
か
︑
主

力
エ
ン
ジ
ン
を
13
㍑

か
ら
９
㍑
に
ダ
ウ
ン

サ
イ
ズ
し
た
こ
と

で
︑
大
幅
な
軽
量
化

も
実
現
し
た
︒

②
日
野
レ
ン
ジ
ャ
ー（
市
販
車
）

　

今
年
16
年
ぶ
り
に
フ
ル
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
し
︑
平
成
28
年
排

出
ガ
ス
規
制
に
適
合
さ
せ
た
中

型
ト
ラ
ッ
ク
︒
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
に
よ
り
エ
ク
ス
テ
リ
ア
と

イ
ン
テ
リ
ア
が
一
新
さ
れ
︑﹁
プ

ロ
フ
ィ
ア
﹂
同
等
の
先
進
安
全

装
備
を
標
準
装
備
︒
ま
た
︑
全

て
の
エ
ン
ジ
ン
を
５
㍑
に
ダ
ウ
ン

サ
イ
ズ
し
た
こ
と
で
︑
燃
費
が

向
上
し
た
︒

③ 

日
野
デ
ュ
ト
ロ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

（
ワ
イ
ド
キ
ャ
ブ
・
市
販
車
❷
）

　

ワ
イ
ド
キ
ャ
ブ
車
に
新
た
に

６
速
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
搭
載
さ
せ
た
ほ

か
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
の

制
御
を
改
善
し
︑
燃
費
と
ド
ラ

イ
バ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
て
い

る
︒

　

そ
の
他
︑﹁
レ
ン
ジ
ャ
ー　

ダ

カ
ー
ル
ラ
リ
ー
２
０
１
４
参
戦

車
﹂
も
参
考
出
品
し
て
い
る
︒

　

い
す
ゞ
自
動
車
㈱
は
︑
今
年

創
立
80
周
年
を
迎
え
た
︒﹁
運

ぶ
﹂
こ
と
の
存
在
感
が
増
し
て

い
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
︑
全

力
で
﹁
運
ぶ
﹂
を
支
え
︑
社
会

と
と
も
に
未
来
へ
と
進
ん
で
い

く
た
め
の
新
た
な
提
案
と
し
て
︑

﹁
エ
ル
フ
Ｅ
Ｖ
﹂﹁
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト　

Ｆ
Ｄ
︱
Ｓ
Ｉ
﹂﹁
Ｉ

Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
６
×
６
﹂
な
ど
の
参

考
出
品
車
な
ど
を
展
示
し
て
い

る
︒

①
エ
ル
フ
Ｅ
Ｖ（
参
考
出
品
❸
）

　

い
す
ゞ
が
提
案
す
る
︑﹁
環
境
﹂

﹁
人
﹂
に
や
さ
し
い

小
型
Ｅ
Ｖ
（
電
気

自
動
車
）ト
ラ
ッ
ク
︒

大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー

（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
）
を
搭
載
し
た

ほ
か
︑
次
世
代
の
急

速
充
電
技
術
に
も
対

応
︒
ま
た
︑
冷
凍
機

等
の
架
装
物
も
電
気

で
作
動
さ
せ
る
︒
30

年
に
モ
ニ
タ
ー
を
募

り
︑市
場
投
入
予
定
︒

② 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト　

Ｆ
Ｄ
︱
Ｓ
Ｉ

（
参
考
出
品
❹
）

　

未
来
の
配
送
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
︑
宅
配
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
新
た
な
視
点
で
見
直

し
︑
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
未

来
の
﹁
運
ぶ
﹂
を
表
現
︒
シ
ー

ト
と
操
作
機
能
を
キ
ャ
ブ
中
央

に
配
置
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と

っ
て
快
適
な
居
住
性
と
操
作
性

を
実
現
し
て
い
る
︒

③ 

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ 

６
×
６
（
参
考

出
品
）

　

高
走
破
性
を
確
保
す
る
た

め
︑
全
軸
シ
ン
グ
ル
タ
イ
ヤ
︑

全
軸
駆
動
タ
イ
プ
の
６
軸
駆
動

（
６
×
６
）
を
採
用
︒
最
低
地

上
高
な
ど
を
一
般
車
よ
り
も
高

く
設
計
し
︑
広
域
林
野
火
災
や

豪
雨
に
よ
る
浸
水
な
ど
︑
大
き

な
災
害
に
対
応
可
能
と
な
っ
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
開

催
に
先
立
つ
10
月
24
日
に
発
表

し
た
︑大
型
ト
ラ
ッ
ク﹁
ギ
ガ
﹂︑

中
型
ト
ラ
ッ
ク﹁
フ
ォ
ワ
ー
ド
﹂︑

小
型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
エ
ル
フ
﹂
の

80
周
年
記
念
モ
デ
ル
も
展
示
し

て
い
る
︒

　
﹁
第
45
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
７
﹂︹（
一
社
）

日
本
自
動
車
工
業
会
主
催
︺
が
︑
10
月
27
日
〜
11
月
５
日

の
間
︑
東
京
・
江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
各
社
が
ブ
ー
ス
を
出
展

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
課
題
に
対
し
て
︑

車
両
の
面
か
ら
様
々
な
新
提
案
を
展
開
︒
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
け
る
新
た
な
未
来
を
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
ユ
ー
ザ
ー
に

示
す
内
容
と
な
っ
た
︒

　
﹁
前
編
﹂
と
な
る
今
回
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
各
社

の
展
示
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
︒
な
お
︑
ス
カ
ニ
ア
ジ
ャ

パ
ン
を
除
く
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
紹
介
順
は
︑
Ａ
Ｂ
Ｃ

順
で
あ
る
︒

　

平
成
29
年
10
月
21
日
・
22
日
に
開
催
さ
れ
た
﹁
第

49
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂︒

大
会
当
日
は
台
風
21
号
が
日
本
列
島
に
接
近
し
︑
会

場
と
な
っ
た
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転

中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
は
横
殴

り
の
大
雨
と
強
く
吹
き
付
け
る
風
に
見
舞
わ
れ
た
︒

し
か
し
︑
悪
天
候
の
中
で
も
選
手
た
ち
は
日
頃
の
運

転
技
術
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
︒

　

こ
こ
で
は
︑
大
会
当
日
の
模
様
を
写
真
で
振
り
返

っ
て
い
く
（
１
面
に
関
連
記
事
）︒

第
49
回 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

写真で振り返る

トラック
メーカー
展示内容
リポート

10
月
21
日
（
土
・
大
会
１
日
目
）

開
会
式
・
実
科
競
技
１
日
目
・
学
科
競
技

10
月
22
日
（
日
・
大
会
２
日
目
）

実
科
競
技
２
日
目⑫課題走行の最後となる車庫入れ。指定された停止位置に停車させるためには、高い運転技術

と的確な車両感覚が必要だ

⑩模擬市街路のコース走行では道幅が狭く、時に対向車もやってくるため、慎重な運転操作が
必要となる⑪路上駐車のトラック（右）の側方を、選手の運転するトラックが通過していく

⑧２日目の「コース走行」。片側２車線の幹線道路のコースを走
行する、11トン部門の選手が運転するトラック

⑤悪天候にもかかわらず多くの観客が会場を
訪れた⑥観客の温かい応援に送られながら、
選手の運転するトラックがスタートを切った

①10時45分から行われた開会式では、選手
代表として女性部門・沖縄県代表の宇座ゆき
のさんが力強く宣誓②1日目の実科競技開始。

「日常点検」では、日常点検基準における点検
動作が確実に行われているかが審査される③
交通法規等安全運転に必要な知識の会得状況
について試験が行われる「学科競技」④1日目
の「課題走行」では、隘路（あいろ）の通過の
ほか、前進スラローム走行で運転技術を競う

①

④

③

⑩⑪

⑤

⑧

⑥

⑦⑨

⑫

②

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の「
未
来
」を
切
り
拓
く

❸ ❶

❷❹

⑨2日目の「課題走行」では、まず後退スラローム走行が課せられる。
選手たちは車両の周囲を確認しながら、的確なハンドル操作でパイロ
ンを倒さないようトラックを後退させていく

⑦高速周回路を走行するトラック。この日は大雨のため路面が濡
れて滑りやすいため、選手たちはいつも以上に運転に気を遣っただ
ろう
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第
45
回 

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
７ 

特
集
・
前
編
②

　

同
体
験
会
は
︑
参
加
対
象

が
﹁
愛
知･

静
岡･

岐
阜･

三
重･

福
井
の
各
県
に
住
む

女
性
﹂と
い
う
女
性
限
定
で
︑

﹁
大
き
い
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て

み
た
い
け
ど
︑
女
性
で
も
運

転
で
き
る
の
か
﹂﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
の
仕
事
は
大
変
そ
う
だ
が

私
で
も
大
丈
夫
か
﹂
な
ど
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
外
か

ら
は
見
え
な
い
﹁
不
安
﹂
や

﹁
疑
問
﹂
に
答
え
る
目
的
で

開
催
さ
れ
た
も
の
︒
当
日
は
︑

大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
へ
の
乗
車

体
験
︑
各
種
ト
ラ
ッ
ク
運
転

体
験 

（
各
種
運
転
免
許
保
有

者
の
み
）︑
各
種
ト
ラ
ッ
ク
車

両
展
示
︑
急
ブ
レ
ー
キ
に
よ

る
危
険
回
避
体
験（
乗
用
車
）

な
ど
︑
実
際
に
ト
ラ
ッ
ク
に

触
れ
る
機
会
が
用
意
さ
れ
た
︒

　

乗
車
体
験
会
場
に
は
︑
大

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
女
性
の
進
出

・
活
躍
を
促
進
す
る
た
め
︑
中
部
ト
ラ
ッ

ク
協
会
お
よ
び
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
協
議
会

は
︑
国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局
お
よ
び

厚
生
労
働
省
愛
知
労
働
局
と
協
力
し
︑

大
型
ト
レ
ー
ラ
を
は
じ
め
各
種
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
へ
の
乗
車
体
験
等
が
で
き
る
体
験
会

を
︑10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
に
︑

中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
（
愛

知
県
み
よ
し
市
）
で
開
催
し
た
︒

　

同
体
験
会
に
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
﹂
な
ど
の
参

加
理
由
を
も
っ
た
三
重
︑
岐
阜
︑
愛
知
の

各
県
か
ら
22
人
の
一
般
女
性
が
参
加
︒
体

験
後
は
︑
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に
対
す
る
興
味
が
上
が
っ

た
﹂
と
話
す
な
ど
盛
況
な
会
と
な
っ
た
︒

型
・
中
型
各
３
台
︑
ト
ラ
ク

タ
ヘ
ッ
ド
２
台
︑
キ
ャ
リ
ア
カ

ー
１
台
︑
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

１
台
︑
そ
し
て
︑
21
㍍
の
ダ

ブ
ル
連
結
ト
レ
ー
ラ
１
台
の

合
計
11
台
の
様
々
な
車
種
が

展
示
さ
れ
た
︒

　

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
︑
ト

ラ
ッ
ク
の
車
体
を
見
学
し
た

り
︑
運
転
席
や
助
手
席
に
乗

車
す
る
な
ど
︑
普
段
は
な
か

な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

ト
ラ
ッ
ク
に
直
接
触
れ
て
い

た
︒
ま
た
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
ト

ラ
ッ
ク
に
は
現
役
ト
ラ
ガ
ー

ル
が
待
機
し
て
い
る
こ
と
か

ら
︑
普
段
の
運
転
や
貨
物
扱

い
︑
運
行
経
路
や
会
社
の
こ

と
︑
運
転
免
許
取
得
や
入
社

ま
で
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
︒

　

様
々
な
車
種
が
集
結
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
︑
キ
ャ
リ

の
普
通
免
許
で
運
転
で
き
る

の
は
ど
の
ト
ラ
ッ
ク
か
﹂
な

ど
の
質
問
が
あ
り
︑
ト
ラ
ガ

ー
ル
ら
が
︑
自
身
の
免
許
を

示
し
な
が
ら
︑
免
許
制
度
を

説
明
す
る
場
面
も
あ
っ
た
︒

　

乗
車
体
験
等
が
終
了
し
た

後
は
︑
現
役
の
ト
ラ
ガ
ー
ル

と
の
座
談
会
が
用
意
さ
れ

た
︒
特
に
︑
座
談
会
は
︑﹁
男

子
禁
制
﹂
と
い
う
こ
と
で
︑

ア
カ
ー
で
は
︑
実
際
に
乗
用

車
を
積
載
す
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ほ

か
︑
ウ
イ
ン
グ
車
の
ウ
イ
ン

グ
操
作
体
験
や
︑
冷
蔵
車
で

は
冷
蔵
さ
れ
た
庫
内
に
入
っ

て
み
る
な
ど
の
体
験
も
︒

　

さ
ら
に
︑
運
転
免
許
を
保

有
し
て
い
る
参
加
者
は
︑
そ

れ
ぞ
れ
運
転
が
可
能
な
車
種

を
実
際
に
運
転
︒
一
方
︑
免

許
が
な
い
参
加
者
は
︑
ト
ラ

ガ
ー
ル
の
運
転
に
よ
り
助
手

席
で
乗
車
体
験
を
行
っ
た
︒

　

当
日
用
意
さ
れ
た
ト
ラ
ッ

ク
車
体
前
面
に
は
︑
大
型
免

許
︑
中
型
免
許
︑
準
中
型
免

許
︑
そ
し
て
普
通
免
許
と
免

許
別
に
運
転
に
必
要
な
免
許

を
パ
ネ
ル
で
明
示
し
た
こ
と

も
あ
り
︑
参
加
者
か
ら
は
ト

ラ
ガ
ー
ル
に
﹁
準
中
型
免
許

と
中
型
免
許
の
違
い
は
﹂﹁
私

記
者
は
も
ち
ろ
ん
︑
男
性
関

係
者
も
完
璧
に
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
し
て
の
﹁
女
子
会
﹂︒

お
茶
や
お
菓
子
も
用
意
さ

れ
︑
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
︑
仕

事
や
家
庭
と
の
両
立
の
こ
と

な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
盛
り

上
が
っ
た
︒

　

な
お
︑
こ
の
乗
車
体
験
会

に
は
︑
託
児
ス
ペ
ー
ス
が
用

意
さ
れ
︑
子
ど
も
連
れ
の
参

加
者
も
安
心
し
て
参
加
で

き
︑
帰
り
に
は
お
土
産
も
用

意
さ
れ
る
な
ど
女
性
に
は
う

れ
し
い
特
典
も
あ
り
︑終
始
︑

笑
顔
と
笑
い
声
の
絶
え
な
い
︑

明
る
く
楽
し
い
体
験
会
と
な

っ
た
︒

現
役
ト
ラ
ガ
ー
ル
㊧
に
熱
心
に
免
許
制
度
や
仕
事
の
内
容
な
ど
を
質

問
す
る
女
性
参
加
者
ら

ダブル連結トレーラなどの大型から小型まで様々なトラック11台が集結し、女性参加者らは初めて間近で見る迫力に興奮

女性限定の乗車体験会には22人が参加。男子禁制の「女子会（座談会）」では、仕事やプラ
イベートの話で大いに盛り上がった

男子禁制！

女性限定！

ス
カ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン

フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
車

Ｇ
シ
リ
ー
ズ
等
参
考
出
品

　

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
㈱
で
は
︑
電
気
商
用
車
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て﹁
Ｅ
︱
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
﹂

を
新
た
に
設
定
︒
今
後
数
年
以

内
に
全
車
種
の
ト
ラ
ッ
ク
に
電

動
化
モ
デ
ル
を
開
発
す
る
こ
と

を
発
表
す
る
な
ど
︑﹁
電
動
商

用
車
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
﹂
と

し
て
の
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い

る
︒
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
︑

量
産
電
気
小
型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ｅ

Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂
の
ほ
か
︑
コ

ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
﹁
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
﹂
を
展
示
し
て
い

る
︒

① 

ｅ
Ｃａｎ
ｔｅｒ（
市

販
車
５
）

　

同
社
が
長
年
培
っ

て
き
た
電
気
ト
ラ
ッ

ク
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
新

技
術
を
融
合
さ
せ
︑

﹁
フ
ル
電
気（
Ｅ
Ｖ
）

駆
動
﹂
を
実
現
︒
１

回
の
充
電
時
間
は
最

速
１
・
３
時
間
（
直

流
急
速
充
電
時
）︑

交
流
２
３
０

で
の

充
電
時
は
９
時
間
︒

航
続
距
離
は
１
０
０

㌔
㍍
以
上
︒
ゼ
ロ
排

出
ガ
ス
（
１
台
で
年

間
16
㌧
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
削
減
）
と
騒
音
ゼ
ロ
の
環
境

性
能
の
達
成
は
も
と
よ
り
︑
商

用
車
と
し
て
求
め
ら
れ
る
積
載

量
の
確
保
（
最
大
積
載
量
約
４

０
０
０
㌔
㌘
）
と
維
持
コ
ス
ト

の
低
減
に
よ
り
︑
高
い
レ
ベ
ル

の
経
済
性
も
実
現
︒﹁
未
来
の

都
市
配
送
を
担
う
電
気
小
型
ト

ラ
ッ
ク
﹂
と
し
て
︑
今
年
10
月

か
ら
運
送
会
社
で
の
導
入
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
︒

② 

Ｖ
ｉｓ
ｉｏｎ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
参
考

出
品
６
）

　

電
気
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
コ
ン

セ
プ
ト
モ
デ
ル
︒
１
回
の
充
電

で
最
大
３
５
０
㌔
㍍
を
走
行
す

る
こ
と
が
可
能
で
︑
都
市
内
の

拠
点
間
輸
送
を
担
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
︒

　

そ
の
他
︑
新
世
代
の
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
と
最
新

の
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹁
シ
フ
ト
パ
イ
ロ
ッ

ト
﹂
を
装
備
し
た
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
﹁
ス
ー
パ
ー
グ
レ
ー
ト
﹂

の
ト
ラ
ク
タ
仕
様
な
ど
を
展
示

し
て
い
る
︒

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
＋
ボ
ル
ボ
・
ト
ラ
ッ
ク

「LIGHT UP TOMORROW」
電気商用車ブランドを立ち上げトップランナーを目指す

「Best truck for all drivers!」
車種を揃えユーザーの多様なニーズに応える「クオン」

　

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱
で
は
︑

﹁Best truck for all 
drivers!

︱
す
べ
て
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
︑
ベ
ス
ト
な
ト
ラ

ッ
ク
を
目
指
し
て
︒﹂
を
テ
ー
マ

に
︑大
型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ク
オ
ン
﹂

や
﹁
ク
エ
ス
タ
ー
﹂
を
展
示
︒

経
営
資
源
を
大
型
車
に
集
中
さ

せ
る
こ
と
で
︑
大
型
商
用
車
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
日
本
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
︒

①
ク
オ
ン
（
市
販
車
７
）

　
﹁
誰
も
が
簡
単
・
快
適
・
安
全

に
運
転
で
き
る
ト
ラ

ッ
ク
﹂
を
目
指
し
︑

燃
費
・
環
境
性
能
︑

安
全
性
︑
生
産
性
︑

稼
働
率
に
加
え
︑
運

転
操
作
性
の
向
上
に

注
力
︒

　

東
京
モ
ー
タ
ー
シ

ョ
ー
で
は
︑
カ
ー
ゴ

車
（
エ
ク
ス
テ
リ
ア

特
別
デ
ザ
イ
ン
モ
デ

ル
）
の
ほ
か
︑
こ
の

た
び
発
売
を
開
始
し

た
セ
ミ
ト
ラ
ク
タ
も

展
示
︒
こ
れ
ら
は
電

子
制
御
式
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹁
エ
ス
コ

ッ
ト
﹂
を
搭
載
し
て
お
り
︑
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
は
﹁
重
量
物
を
運

搬
す
る
の
に
操
作
性
が
高
い
﹂

と
高
評
価
を
得
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
電
子
制
御
式
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹁
エ
ス
コ
ッ
ト
・

シ
ッ
ク
ス
﹂
を
搭
載
し
︑
雪
道

や
泥
濘
地
で
の
脱
出
性
が
向
上

し
た
ダ
ン
プ
も
展
示
し
て
い
る
︒

② 

ク
エ
ス
タ
ー
（
新
興
国
市
場

向
け
）

　

新
興
国
市
場
向
け
に
販
売
さ

れ
て
い
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ク
エ

ス
タ
ー
﹂
は
︑
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
で
は
セ
ミ
ト
ラ
ク
タ
を

展
示
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
共
同
出
展
の
ボ
ル
ボ

・
ト
ラ
ッ
ク
で
は
︑
フ
ラ
ッ
グ
シ

ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ボ
ル
ボ
Ｆ
Ｈ
﹂

の
次
期
モ
デ
ル
予
定
車
両
を
参

考
出
品（
８
）︒
エ
ン
ジ
ン
は
現

行
車
よ
り
も
20
馬
力
の
出
力
を

向
上
さ
せ
た
︒
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹁
ア
イ

・
シ
フ
ト
﹂
も
進
化
さ
せ
て
︑

許
容
ト
ル
ク
を
広
げ
︑
重
量
物

牽
引
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
る
︒

　

ス
カ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
㈱
で
は
︑

21
年
ぶ
り
に
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
を
果
た
し
た
ス
カ
ニ
ア
・

Ｇ
シ
リ
ー
ズ（
ミ
ド
ル
キ
ャ
ブ
）

と
ス
カ
ニ
ア
・
Ｒ
シ
リ
ー
ズ（
ト

ラ
ク
タ
ー
ヘ
ッ
ド
）
を
参
考
出

品
︒

　

日
本
で
の
導
入
な
ど
今
後
の

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
同
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
︒

中部トラック協会、中部運輸局、愛知労働局

免
許
保
有
者
は
自
分
で
ハ
ン

ド
ル
を
握
っ
て
乗
車
体
験
。

免
許
が
な
い
参
加
者
は
現
役

ト
ラ
ガ
ー
ル
の
助
手
席
で

コ
ー
ス
を
回
っ
た

７ ５

８ ６

トラックの日「１０月９日」に

「女性限定！ トラック乗車体験会」
官民連携し人材確保イベント開催
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国29か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国29か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

旭
新
運
送
㈱
（
以
下
︑
同

社
）
は
平
成
12
年
に
設
立
さ

れ
た
会
社
で
あ
る
が
︑
同
社

の
前
身
と
な
る
旭
友
産
業
㈱

の
設
立
は
昭
和
37
年
に
さ
か

の
ぼ
る
︒
旭
友
産
業
は
︑
化

学
品
や
加
工
油
脂
な
ど
の
食

品
の
製
造
を
中
心
に
事
業
を

展
開
す
る
︑
一
部
上
場
企
業

の
旭
電
化
工
業
㈱
（
現
・
㈱

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
）
の
１
０
０
％

　

さ
て
︑
平
成
に
入
る
と
︑

我
が
国
の
製
造
業
は
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
長
い
不
況
に
苦
し

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
平

成
９
年
に
は
︑
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
に
端
を
発
す
る
﹁
第
２

次
平
成
不
況
﹂に
さ
ら
さ
れ
︑

我
が
国
の
経
済
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
直
面
し
た
︒
こ

う
し
た
環
境
下
に
お
い
て
︑

旭
電
化
工
業
で
は
グ
ル
ー
プ

事
業
の
再
構
築
を
決
断
︒
物

流
・
加
工
︑
生
産
技
術
︑
商

流
の
分
野
で
同
社
を
含
む
新

会
社
７
社
を
設
立
し
︑
う
ち

５
社
は
親
会
社
と
資
本
関
係

が
な
い
独
立
会
社
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
︒

子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ

た
︒
設
立
当
時
は
︑
親
会
社

が
本
社
・
工
場
を
構
え
る
東

京
都
荒
川
区
東
尾
久
に
旭
友

産
業
も
本
社
を
置
き
︑
親
会

社
が
運
営
す
る
工
場
の
保
守

や
営
繕
等
を
行
っ
て
い
た
︒

39
年
に
物
流
事
業
を
開
始
︑

48
年
に
は
現
在
同
社
が
本
社

を
構
え
る
茨
城
県
神
栖
市
に

拠
点
を
移
し
て
い
る
︒

　

当
時
の
旭
友
産
業
の
物
流

部
門（
以
下
︑同
社
の
前
身
）

は
︑親
会
社
を
荷
主
と
し
て
︑

親
会
社
の
製
品
の
輸
送
を
担

っ
て
い
た
︒
当
時
は
親
会
社

に
守
ら
れ
て
お
り
︑
あ
る
意

味
﹁
ぬ
る
ま
湯
﹂
の
中
で
事

業
を
展
開
し
て
い
た
︒
し
か

し
︑
な
か
な
か
業
績
は
上
が

ら
ず
︑
業
績
を
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
他
の
荷
主
の
製
品

輸
送
に
も
手
を
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
っ
た
︒
一
方
で
︑

２
年
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
施
行
以
降
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
の
規
制
緩
和
に
よ

っ
て
新
規
参
入
事
業
者
が
急

増
し
て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
競
争
も
厳
し
く
な

っ
て
い
た
︒
そ
う
し
た
中
で
︑

同
部
門
の
賃
金
の
再
検
討
な

ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
︒

最
終
的
に
︑同
社
の
前
身
は
︑

親
会
社
グ
ル
ー
プ
に
残
っ
た

一
部
（
後
述
）
を
除
い
て
他

部
門
と
も
ど
も
親
会
社
の
グ

ル
ー
プ
を
離
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
︒

　

同
社
の
前
身
が
親
会
社
の

グ
ル
ー
プ
を
離
れ
る
に
あ
た

っ
て
は
︑
こ
れ
ま
で
親
会
社

が
１
０
０
％
保
有
し
て
い
た

自
社
株
式
を
誰
が
引
き
受
け

る
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
︒

様
々
な
検
討
を
行
っ
た
結
果
︑

﹁
エ
ン
プ
ロ
イ
ー
・
バ
イ
・

ア
ウ
ト
（
Ｅ
Ｂ
Ｏ
）﹂
と
い

う
形
が
採
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
︒

　

Ｅ
Ｂ
Ｏ
と
は
︑
こ
れ
ま
で

会
社
で
働
い
て
い
た
従
業
員

　

Ｅ
Ｂ
Ｏ
に
よ
り
︑
17
年
前

に
設
立
さ
れ
た
同
社
︒
現
在

ま
で
に
４
人
の
社
長
が
︑
同

社
の
経
営
を
牽
引
し
て
き

た
︒
設
立
当
時
の
社
長
に
代

わ
り
︑
16
年
か
ら
は
関
根
武

雄
氏
（
現
・
社
友
）
が
︑
24

年
か
ら
は
古
木
卓
氏
（
現
・

取
締
役
相
談
役
）
が
社
長
を

務
め
︑
今
年
６
月
か
ら
は
川

村
氏
が
社
長
を
務
め
て
い
る
︒

一
方
で
︑
設
立
当
時
の
出
資

者
は
︑
現
時
点
で
は
誰
も
同

社
の
株
式
を
も
っ
て
は
お
ら

ず
︑ま
た
籍
も
な
い
と
い
う
︒

つ
ま
り
︑
同
社
在
籍
時
に
株

式
を
取
得
し
︑
同
社
を
退
職

し
た
時
点
で
後
任
に
株
式
を

譲
り
渡
す
と
い
う
﹁
株
式
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
﹂
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
︒
な
お
︑

現
在
の
株
主
数
は
８
人
で
あ

る
︒

　

同
社
に
お
け
る
株
式
譲
渡

が
親
会
社
か
ら
株
式
を
取
得

し
︑
会
社
の
経
営
権
を
も
つ

と
い
う
方
法
で
あ
る
︒
Ｅ
Ｂ

Ｏ
の
実
施
に
よ
り
︑
親
会
社

と
の
資
本
関
係
は
一
切
な
く

な
る
︒
こ
れ
ま
で
の
旭
友
産

業
の
物
流
部
門
で
は
︑﹁
い
ざ

と
な
っ
た
ら
親
会
社
が
守
っ

て
く
れ
る
﹂
と
い
う
気
持
ち

が
従
業
員
の
中
に
少
な
か
ら

ず
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
グ
ル

ー
プ
を
離
れ
て
独
り
立
ち
す

　

Ｅ
Ｂ
Ｏ
の
実
施
が
決
ま
る

と
︑
新
会
社
設
立
ま
で
の
短

時
間
で
様
々
な
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
︒

　

ま
ず
︑
新
た
に
設
立
さ
れ

る
会
社
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
︑

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
と
︑

ま
ず
上
場
企
業
な
ど
で
み
ら

れ
る
﹁
従
業
員
持
株
制
度
﹂

に
つ
い
て
は
︑﹁
む
や
み
に
株

主
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
﹂
と
い
う
観

点
か
ら
︑
同
社
で
は
行
っ
て

い
な
い
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
管
理
者
に
昇

格
す
る
と
株
主
候
補
者
と
な

り
︑
取
締
役
会
で
の
承
認
に

よ
り
︑
出
資
者
と
し
て
同
社

の
株
式
を
取
得
で
き
る
よ
う

る
こ
と
で
︑
今
後
は
﹁
独
立

し
た
会
社
﹂
と
し
て
生
き
残

り
を
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
︒

　

11
年
11
月
︑
中
心
と
な
る

４
人
が
親
会
社
か
ら
株
式
を

引
き
受
け
て
出
資
者
に
な
る

形
で
︑
Ｅ
Ｂ
Ｏ
に
踏
み
切
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
︒
な
お
︑

こ
の
４
人
は
︑
同
社
の
前
身

の
当
時
の
管
理
者
で
あ
っ
た
︒

国
土
交
通
大
臣
へ
の
事
業
許

可
申
請
を
行
っ
た
︒
同
社
は

当
初
資
本
金
１
０
０
０
万
円
︑

株
主
４
人
で
ス
タ
ー
ト
す
る

予
定
だ
っ
た
︒
し
か
し
︑
保

有
台
数
が
70
台
強
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
︑﹁
許

に
な
る
︒
つ
ま
り
︑
責
任
の

あ
る
役
職
に
就
い
た
責
任
感

の
あ
る
人
材
の
み
が
︑
株
式

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
︒

　

株
式
の
取
得
に
際
し
て

は
︑
取
得
す
る
社
員
に
金
銭

的
な
負
担
が
発
生
す
る
︒
そ

こ
で
︑
同
社
で
は
２
年
前
か

ら
負
担
軽
減
策
と
し
て
﹁
株

式
取
得
に
対
す
る
融
資
制

度
﹂
を
設
け
︑
若
い
管
理
者

に
と
っ
て
も
負
担
感
の
少
な

い
形
で
自
社
株
式
を
取
得
し

て
も
ら
い
︑
経
営
に
参
画
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
︒

っ
て
い
け
る
会
社
に
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
﹄
と
い
う

こ
と
で
︑
以
前
よ
り
賃
金
は

下
が
っ
た
も
の
の
︑
従
業
員

全
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
確

実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
﹂

　
﹁
自
主
・
自
立
・
自
活
﹂

と
い
う
目
標
を
達
成
さ
せ
る

た
め
に
は
︑
高
ま
っ
た
従
業

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
︒そ
の
た
め
に
同
社
で
は
︑

ト
ッ
プ
が
年
に
１
回
営
業
所

を
回
っ
て
従
業
員
と
話
し
合

う
﹁
ト
ッ
プ
点
検
﹂
を
実
施

　

Ｅ
Ｂ
Ｏ
実
施
に
よ
る
効
果

に
つ
い
て
︑
Ｅ
Ｂ
Ｏ
前
後
の

状
況
を
知
る
関
根
氏
に
聞
い

た
︒

　
﹁
旭
電
化
工
業
の
子
会
社

だ
っ
た
当
時
と
比
べ
︑
従
業

員
に
は
﹃
自
分
た
ち
で
会
社

親
会
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
再
構
築
に
直
面

「
独
立
会
社
」
と
し
て
生
き
残
り
を
か
け
る

新
会
社
へ
の
移
行
に
向
け
準
備
を
加
速

元
請
会
社
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
に
応
え
て
奮
闘

Ｅ
Ｂ
Ｏ
に
よ
り
従
業
員
に
生
ま
れ
た「
責
任
感
」

様
々
な
取
り
組
み
通
じ
て
意
識
を
一層
高
め
る

管
理
者
へ
の
昇
進
と
と
も
に
株
式
を
取
得

「
株
式
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」
で
経
営
を
引
き
継
ぐ

従
業
員
有
志
が
株
式
を
取
得
し
て
新
会
社
を
立
ち
上
げ

親
会
社
か
ら
の
「
自
主
・
自
立
・
自
活
」
で
競
争
力
を
強
化

第
４
回  
Ｅ
Ｂ
Ｏ
に
よ
る
事
業
承
継

旭
新
運
送
㈱
（
茨
城
県
神
栖
市
）

中小運送事業者における

事業承継特集Ⅱ

会社名　　旭新運送株式会社
代表者　　川村忠幸代表取締役社長
所在地　　茨城県神栖市知手中央 1-9-8
設　立　　平成 12 年 2 月

（前身となる旭友産業㈱は昭和 37 年創業）
資本金　　2,200 万円
従業員数　87 人
所有台数　107 台

会社概要

大
変
だ
﹂﹁
新
会
社

に
な
る
こ
と
で
︑
給

与
な
ど
の
労
働
条
件

が
悪
く
な
る
の
で
は

な
い
か
﹂
と
の
懸
念

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
︑
移
籍
へ
の
全
員

の
承
認
を
取
り
付
け

る
の
が
大
変
だ
っ
た

と
い
う
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
に

は
新
し
い
車
両
を
購

入
す
る
だ
け
の
資
金

が
な
か
っ
た
︒
そ
の

た
め
︑
リ
ー
ス
方
式

を
採
用
し
︑
同
社
は

親
会
社
グ
ル
ー
プ
と
し
て
残

っ
た
旭
友
産
業
か
ら
車
両
や

社
屋
の
建
物
な
ど
を
借
り
て

事
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

こ
う
し
た
準
備
は
︑
当
初

の
出
資
者
で
あ
る
４
人
が
中

心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
が
︑

許
可
手
続
き
に
時
間
を
要
し

た
た
め
︑
同
社
設
立
（
12
年

２
月
）
か
ら
４
か
月
ほ
ど
遅

れ
た
６
月
に
事
業
が
開
始
さ

れ
た
︒

　

な
お
︑
同
じ
12
年
に
は
旭

電
化
工
業
が
物
流
子
会
社

﹁
ア
デ
カ
物
流
㈱
﹂
を
設
立

し
て
い
る
（
18
年
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ

Ａ
物
流
に
商
号
変
更
）︒
ア

デ
カ
物
流
は
︑
現
在
で
も
親

会
社
の
１
０
０
％
子
会
社
と

し
て
︑
親
会
社
の
流
通
部
門

を
統
合
す
る
物
流
専
門
会
社

と
な
っ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
︑
同
社
の
主
要
荷
主

で
あ
る
も
と
も
と
の
親
会
社

し
て
い
る
ほ
か
︑
従
業
員
代

表
と
の
懇
談
会
を
年
２
回
実

施
し
︑
会
社
の
未
来
を
話
し

合
え
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
外

部
講
師
を
招
い
て
の
講
習

（
写
真
㊤
）な
ど
も
実
施
し
︑

従
業
員
の
資
質
向
上
に
も
努

め
て
い
る
︒

　
﹁
Ｅ
Ｂ
Ｏ
に
よ
る
事
業
承

継
は
︑
ど
の
運
送
会
社
で
も

で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
た
だ
︑

ひ
と
つ
い
え
る
の
は
﹃
Ｅ
Ｂ

Ｏ
に
よ
っ
て
従
業
員
の
考
え

方
が
大
き
く
変
わ
っ

た
﹄
と
い
う
こ
と
で

す
︒
Ｅ
Ｂ
Ｏ
は
︑
全

て
の
従
業
員
に
責
任

感
や
当
事
者
意
識
を

植
え
付
け
る
大
き
な

契
機
と
な
り
ま
し

た
︒
一
方
で
︑
従
業

可
条
件
と
し
て
︑
一
般
貨
物

運
送
事
業
者
事
業
の
運
送
会

社
と
し
て
は
︑
こ
の
車
両
規

模
で
資
本
金
１
０
０
０
万
円

で
は
少
な
い
﹂
と
の
関
係
省

庁
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
︒

そ
の
た
め
︑
急
遽
資
本
金
を

１
８
０
０
万
円
に
増
額
し
︑

株
主
も
新
た
に
１
人
追
加
し

て
５
人
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
従
業
員
の
同
社
へ

の
移
籍
に
関
し
て
は
︑
移
籍

す
る
従
業
員
全
員
が
同
社
の

前
身
を
一
旦
退
職
し
︑
そ
の

後
改
め
て
同
社
で
の
労
働
条

件
を
説
明
し
た
上
で
︑
同
社

に
就
職
す
る
と
い
う
手
法
が

取
ら
れ
た
︒
そ
の
た
め
︑
移

籍
す
る
従
業
員
全
員
か
ら
転

籍
同
意
書
を
提
出
し
て
も
ら

っ
た
が
︑
従
業
員
の
中
に
は

﹁
親
会
社
の
傘
か
ら
離
れ

て
︑
自
分
た
ち
で
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹄
と
い
う
責
任
感
が

生
ま
れ
た
と
と
も
に
︑
甘
え

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
事
故

や
ト
ラ
ブ
ル
が
減
少
し
ま
し

た
︒﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

内
の
厳
し
い
競
争
に
勝
ち
残

の
仕
事
は
︑
元
請
会
社
で
あ

る
ア
デ
カ
物
流
経
由
で
の
契

約
と
な
っ
た
︒

　

た
だ
︑
立
ち
上
が
っ
た
ば

か
り
の
同
社
は
資
金
面
に
苦

し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
︑
ア
デ

カ
物
流
に
よ
る
同
社
へ
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
っ
た
︒
元
請
会

社
か
ら
下
請
会
社
へ
の
運
賃

・
料
金
は
︑
基
本
的
に
は
２

か
月
後
に
振
り
込
ま
れ
て
い

た
が
︑
立
ち
上
げ
当
初
︑
同

社
に
関
し
て
は
１
か
月
後
の

振
り
込
み
と
し
︑
資
金
が
少

し
で
も
早
く
入
る
よ
う
に
し

た
︒
こ
う
し
た
元
請
会
社
の

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
応
え
る

べ
く
︑
同
社
の
従
業
員
は
一

日
た
り
と
も
業
務
を
停
滞
さ

せ
ず
に
︑
一
生
懸
命
仕
事
に

取
り
組
ん
だ
︒
そ
し
て
︑
そ

れ
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
︑

従
業
員
に
は
大
き
な
自
信
が

付
い
た
と
い
う
︒

　

設
立
に
あ
た
っ
て
︑
同
社

で
は﹁
自
主
・
自
立
・
自
活
﹂

を
目
標
に
掲
げ
た
︒
こ
れ
は
︑

﹁
旭
電
化
工
業
の
グ
ル
ー
プ

企
業
と
し
て
で
は
な
く
︑
新

し
い
会
社
と
し
て
独
り
立
ち

し
て
い
く
﹂
と
い
う
決
意
を

社
員
の
間
に
共
有
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
︒

　

新
会
社
に
な
っ
た
こ
と
で
︑

従
業
員
の
中
に
も
﹁
ぬ
る
ま

湯
﹂
か
ら
一
転
し
て
﹁
自
分

た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
﹂
と
い
う
責
任
感
が
生

ま
れ
︑
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
大
き
く
上
が
っ
た
︒

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
揚
に

は
︑
Ｅ
Ｂ
Ｏ
後
の
様
々
な
取

り
組
み
が
カ
ギ
に
な
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
︒
今
後
も
様

々
な
取
り
組
み
を
梃て

子こ

に
し

て
従
業
員
の
意
識
を
高
め
︑

よ
り
良
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
﹂（
川
村
社
長
）

（
取
材
協
力
）
旭
新
運
送
㈱　

社
友　

関
根
武
雄
氏
、
古
木
卓

取
締
役
相
談
役
、
川
村
忠
幸
代

表
取
締
役
社
長
、
金
生
谷
良
男

常
務
取
締
役

　

少
子
高
齢
化
問
題
が
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
る
我
が
国

で
︑
近
年
後
継
者
難
に
苦
し
ん
で
い
る
中
小
企
業
が
増
加
傾

向
に
あ
る
︒
経
営
者
の
高
齢
化
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
︑
若

い
経
営
者
等
へ
の
事
業
承
継
が
円
滑
に
進
ま
な
け
れ
ば
︑
最

終
的
に
廃
業
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
企
業
が
続
出
し
︑
今

後
全
国
で
多
く
の
雇
用
の
場
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
︒
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
︑
事
業
承
継
問
題
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
事
業
承
継
に
踏
み
切
っ
た
中
小
運

送
事
業
者
に
お
け
る
事
例
を
紹
介
︒
実
際
に
行
わ
れ
た
事
業

承
継
に
関
す
る
取
り
組
み
や
︑
事
業
承
継
前
後
に
お
け
る
問

題
点
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
平
成
12
年
に
当
時
の
従
業
員
が
一
部
上
場
企
業

の
親
会
社
か
ら
株
式
を
取
得
し
て
事
業
承
継
を
行
っ
た
︑
旭

新
運
送
㈱
（
川
村
忠
幸
代
表
取
締
役
社
長
）
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
す
る
︒

写
真
左
か
ら
、
川
村
忠

幸
代
表
取
締
役
社
長
、

社
友　

関
根
武
雄
氏
、

金
生
谷
良
男
常
務
取

締
役
、
古
木
卓
取
締
役

相
談
役

外部講師などを招いての講習を通じて従業員の資質向上を図っている

同社では、タンクローリー車による化学品・食品輸送などを手がけている
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営講習会開催のご案内

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。　既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

グリーン経営認証制度とは：
グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。その認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに
基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タクシー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

認証取得後8トン以上のトラックで3.4％の燃費向上、車両故障件数16.5％減少。
交通事故発生件数24.2％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成27年版より）

環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

日　時

で 検 索グリーン経営

場　所 主催 お申込先対象業種

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

「出前説明会」受付中！

グリーン経営ホームページ
https://www.green-m.jp/

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

倉庫
港湾運送
旅客船
内航海運

トラック

トラック

東北運輸局11月22日（水） 9時30分～12時00分

11月28日（火）

東北運輸局 ４階会議室
宮城県仙台市宮城野区鉄砲町１
第４合同庁舎

秋田県トラック協会　研修センター
秋田県秋田市寺内蛭根１丁目15-20

11月21日（火） 13時30分～16時00分

13時30分～16時00分

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第８回］

ワンちゃんも七五三…「本当に7歳と5歳と3歳なんですよ。」

117「
滋
味
の
ふ
る
さ
と
⑤
」 

干
し
柿
は
、甘
い
渋
柿

　

秋
が
深
く
な
る
と
︑
道
路

か
ら
見
る
景
色
の
な
か
に
柿

の
赤
色
が
目
立
つ
︒
木
を
彩

る
風
情
は
も
ち
ろ
ん
︑
軒
先

に
干
し
柿
の
連
が
吊
る
さ
れ

て
い
る
叙
情
も
︑
日
本
の
風

景
遺
産
と
い
っ
て
い
い
︒

　

ご
存
じ
の
と
お
り
︑
柿
に

は
２
種
類
あ
る
︒
成
分
中
に

タ
ン
ニ
ン
が
溶
け
込
ん
で
い

る
た
め
に
渋
い
渋
柿
と
︑
タ

ン
ニ
ン
が
不
溶
性
な
の
で
生

で
食
べ
ら
れ
る
甘
柿
だ
︒
た

だ
し
︑
植
物
学
的
に
は
柿
は

渋
柿
が
本
流
で
︑
甘
柿
は
鎌

倉
時
代
に
突
然
変
異
で
誕
生

し
た
も
の
だ
そ
う
な
︒

　

渋
柿
と
い
っ
て
も
︑
渋
さ

え
抜
け
ば
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
︒
渋
柿
と
人
間
の
長
い

歴
史
の
な
か
で
工
夫
さ
れ
た

の
は
︑
干
す
か
︑
湯
に
浸
け

富
山
の
三さ

ん
じ
ゃ
が
き

社
柿
な
ど
が
干
し

柿
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
︑形
や
味
︑風
格
が
そ
ろ

っ
て
い
る
の
は
岐
阜
県
美
濃

加
茂
市
特
産
の
堂ど

う
じ
ょ
う
は
ち
や
が
き

上
蜂
屋
柿
︒

　

柿
の
皮
を
む
き
︑
へ
た
に

ひ
も
を
か
け
て
天
日
干
し
に

し
て
い
く
の
だ
が
︑
表
面
が

白
く
粉
を
吹
き
︑
果
肉
が
ね

っ
と
り
と
干
し
上
が
る
ま
で

に
は
約
40
日
も
か
か
る
︒

　

食
べ
る
と
き
は
︑
へ
た
を

取
っ
て
︑
手
で
縦
に
細
く
裂

く
︒
果
肉
は
︑
表
面
よ
り
も

っ
と
あ
め
色
が
明
る
く
て
半

透
明
︒
ご
く
軟
ら
か
い
ゼ
リ

ー
と
い
っ
て
い
い
︒
見
た
目

ど
お
り
甘
く
て
︑
や
さ
し
く

て
︑
コ
ク
が
あ
る
︒
生
の
柿

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
﹃
お

菓
子
﹄
な
の
で
あ
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

る
か
︑
と
ろ
と
ろ
に
な
る
ま

で
熟
さ
せ
る
か
の
３
つ
（
近

代
に
な
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
渋
抜
き
も
加
わ
っ
た
）︒

な
か
で
も
柿
を
干
す
と
い
う

の
は
︑
渋
が
よ
く
抜
け
︑
長

期
保
存
が
利
き
︑
風
味
が
増

す
と
い
う
一
石
三
鳥
の
方
法

で
日
本
中
に
普
及
し
て
い
る
︒

　

長
野
の
市い

ち
だ
が
き

田
柿
︑山
梨
の

甲
州
百ひ

ゃ
く
め
が
き

目
柿
︑山
形
の
紅べ

に
が
き柿
︑

　

時
間
が
か
か
る
の
は
︑
毎

日
の
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
手
で

揉
ん
で
水
分
と
軟
ら
か
さ
を

均
一
に
し
て
や
り
︑
藁わ

ら

ぼ
う

き
で
表
面
に
ご
く
細
か
な
傷

を
つ
け
て
︑
そ
こ
か
ら
果
肉

の
糖
分
を
白
い
粉
の
よ
う
に

浮
き
出
さ
せ
る
と
い
う
手
間

の
せ
い
だ
︒そ
の
お
か
げ
で
︑

糖
度
65
度
と
い
う
お
菓
子
の

よ
う
な
味
が
生
ま
れ
る
︒

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜追越し編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（教則第5章第6節追越しなど2-3）車両
通行帯のある道路で、最も右側の車両通行
帯を通行して追越しをする場合は、追越しが
終わったときは、速やかにそれ以外の車両通
行帯に戻らなければならない。最も右側の
車両通行帯を通行し続けると、速度超過に
なったり、車間距離が短くなったりして危険で
ある。 
❷ ×（法第30条第3号・教則第5章第6節追
越しなど1-3のオ）交差点とその手前から30
メートル以内の場所   （優先道路を通行してい
る場合を除く）は、追越しが禁止されている。
❸ ○（教則第5章第6節追越しなど2-4）追い
越されるときは、追越しが終わるまで速度を

上げてはならない。また、追越しに十分な余
地のない場合は、できるだけ左に寄り進路を
譲らなければならない。
❹ ×（道交法第17条第5項第4号）道路の左
側部分の幅員が6メートルに満たない道路
において、他の車両を追い越そうとするとき
は、道路の中央から右の部分（以下「右側
部分」という。）にその全部又は一部をはみ
出して通行することができる。
❺ ○（教則第5章第6節追越しなど1-2のウ）
反対方向からの車の進行を妨げるようなと
きや、前の車の進行を妨げなければ道路
の左側部分に戻ることができないようなとき
は、追越しが禁止されている。

〜 トラックは
生活（くらし）と経済の

ライフライン 〜

全国各地で多彩なイベント開催10月９日は
トラックの日

　各都道府県トラック協会では、「トラックは生活（くらし）
と経済のライフライン」を全国統一標語として、多彩なイ

ベントを開催しています。今号では、全国各地で行われた
主なイベントについて紹介します。

　北海道の札幌地区トラック協会（工藤修二会長）
は9月3日、アリオ札幌で「チビッコあつまれ！ 読み
聞かせ広場」を開催。札幌地区ト協の「トラックの
日」マスコットキャラクター「ランディー」の新作絵
本を、約3,000人の来場者に向け朗読するとともに
参加児童へプレゼントした。

　長野県トラック協会（岩下勝美会長）は、10月1
日から15日にかけて、県下7地区で各種イベントを開
催。下伊那地区（10月1日開催）では、イベント「大
空に風船を飛ばそう」が、上小地区（10月7日開催）
では、「ウイング車の荷台でぬりえ」のコーナーが好
評を博した。

　岡山県トラック協会（遠藤俊夫会長）は10月21
日、岡山市サウスヴィレッジで「働くトラックファミ
リーフェスタ」を開催。あいにくの空模様にもかか
わらず、飲食ブースやゲームコーナー、トレーラやト
ラックの運転席・荷台への体験乗車コーナーには、
多くの親子連れが訪れた。

　岩手県トラック協会（髙橋嘉信会長）は9月24日、
㈱マイヤ共同配送センター敷地内で「トラックフェ
スタ2017 in 大船渡」を開催。岩手県ト協オリジナ
ルキャラクター「輸送戦隊ハコブンジャー」によるス
テージショー等多くのイベントが催され、会場は多く
の家族連れで賑わった。

　愛知県トラック協会（小幡鋹伸会長）は10月1日、
豊田スタジアムで「第13回トラックと交通安全・環境
フェア」を開催。大型トラックや特殊車両を多数展
示した広場や、トラックについてゲームをしながら学
ぶコーナーは、大人から子どもまで、幅広い年齢層
から人気を集めた。

　徳島県トラック協会（粟飯原一平会長）は10月
1日、アスティとくしまで「トラックえーなぁフェスタ
2017」を開催。トラックの車両展示や「トラック綱
引き体験」などの体験型イベント、「働くトラック」こ
ども絵画コンクール入賞者の表彰式などが行われ、
約1万人が来場した。

　栃木県トラック協会（吉髙神健司会長）は10月8
日、「道の駅うつのみや　ろまんちっく村」で「第26
回トラックの日感謝デーイベント」を開催。会場に
は、各支部による模擬店のほか、栃木県ト協の緊急
物資輸送車両や木材運搬用のユニック車等を展示
した「はたらく車展示コーナー」などを展開した。

　山梨県トラック協会（坂本政彦会長）は9月23日、
甲府駅北口よっちゃばれ広場で「トラックの日・山梨
フェスタ2017」を開催。交通安全トラックパレード
や緊急救援物資輸送訓練、マーチングバンドなどに
よるステージイベントが次 と々行われ、会場は大きな
盛り上がりを見せた。

　滋賀県トラック協会（田中亨会長）は6月4日、「ぐ
るっと・びわ湖・クリーンアップ」を実施した。これ
は、琵琶湖一周をウォーキングしながら清掃活動を
行うもので、今年度で10回目の開催となる。県内の
各支部から約1,700人が参加し、感謝の気持ちを込
めて清掃活動を行った。

　佐賀県トラック協会（馬渡雅敏会長）は10月8日、
「どんどんどんの森広場」で開催された子育て支援
イベント「ばぶばぶフェスタ」に出展。絵画コンクー
ル入賞者の表彰式や、入賞作品をプリントしたラッピ
ングトラックの展示を行うとともに、冷蔵・冷凍車体
験コーナーなども展開した。

北海道
（札幌地区）岩手県

長野県愛知県滋賀県

岡山県徳島県佐賀県

山梨県

栃木県

恒例の絵本読み聞かせイベントを実施

県下7地区で多様な催しを展開

トラックを身近に 体験乗車コーナー賑う

人気の「ハコブンジャーショー」が盛況

トラックと安全をゲーム感覚で楽しく学ぶ

トラックフェスタに約1万人が来場

「はたらく車」の展示など好評

交通安全パレードでトラックの重要性PR

道路への感謝込め琵琶湖一周清掃活動

子どもの描くラッピングトラックが人気
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トラック協会助成金対象機器
助成金詳細は、各県トラック協会HPをご確認ください

▼
最
寄
駅
付
近
の
駐
車
場
は
︑

当
然
な
が
ら
駅
か
ら
遠
く
な
る

ほ
ど
料
金
は
安
く
な
っ
て
い
ま

す
︒
料
金
を
度
外
視
し
て
駅
か

ら
近
い
場
所
を
と
る
か
︑
若
干

遠
く
て
も
低
料
金
の
場
所
を
と

る
か
で
す
︒
駅
か
ら
遠
い
駐
車

場
は
ハ
ン
デ
が
あ
り
ま
す
が
︑

し
か
し
︑
そ
こ
は
侮
る
な
か

れ
︑
サ
ー
ビ
ス
面
で
憎
い
配
慮

が
あ
り
ま
す
︒
▼
私
が
よ
く
利

用
す
る
駐
車
場
で
は
︑
経
営
者

に
出
会
う
と
︑
栄
養
ド
リ
ン
ク

や
新
鮮
な
野
菜
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
︒﹁
よ
か
っ
た

ら
食
べ
て
！
﹂
と
恩
着
せ
が
ま

し
く
な
く
︑
ご
く
自
然
に
で

す
︒
▼
１
日
の
駐
車
料
金
は
︑

駐
車
場
入
口
の
ボ
ッ
ク
ス
に
置

い
て
あ
る
小
さ
な
紙
袋
の
表
面

に
︑
自
車
の
ナ
ン
バ
ー
と
入
庫

時
間
を
書
い
て
お
金
を
入
れ

て
︑
料
金
箱
に
納
め
ま
す
︒
し

か
し
︑
た
ま
に
１
日
を
過
ぎ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
︑

午
前
中
に
退
出
す
れ
ば
２
０
０

円
程
度
の
追
加
料
金
で
済
み

ま
す
︒
良
心
的
と
い
う
か
欲
目

が
な
い
と
い
う
か
︒
割
烹
着
を

着
た
経
営
者
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の

柔
和
な
顔
は
︑
そ
の
人
の
心
も

映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
︒
▼
昨

今
は
︑
そ
の
時
々
の
風
向
き
を

見
て
行
動
す
る
人
も
増
え
ま
し

た
の
で
︑
無
欲
な
人
に
オ
ー
ラ

を
感
じ
ま
す
︒
強
欲
す
ぎ
る
と

身
を
滅
ぼ
す
こ
と
の
例
え
で
︑

﹁
く
ち
な
わ
の
口
裂
け
﹂
が
あ

り
ま
す
︒﹁
く
ち
な
わ
（
蛇
）﹂

が
自
分
の
口
よ
り
大
き
な
物
を

飲
み
込
も
う
と
し
て
︑
最
後
に

口
が
裂
け
て
し
ま
う
と
い
う
も

の
で
す
︒
欲
深
な
人
よ
り
︑
少

し
の
優
し
さ
を
還
元
で
き
る
人

に
な
り
た
い
も
の
で
す
︒
▼
今

年
も
︑
あ
と
２
か
月
と
な
り
ま

し
た
︒﹁
光
陰
矢
の
ご
と
し
﹂

と
い
い
ま
す
が
︑
時
計
の
秒
針

を
見
て
い
る
と
︑
そ
の
速
度
は

驚
く
ほ
ど
の
速
さ
で
す
︒
今
︑

こ
の
瞬
間
は
︑
過
去
へ
の
始
ま

り
に
す
ぎ
ま
せ
ん
︒
瞬
時
の
時

を
︑
出
会
う
人
を
︑
大
事
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
！

 

（
山
崎
薫
）
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加川 操一 会長の横顔
かがわ そういち

東北第一物流株式会社　代表取締役社長
ご家族は？　妻、長男夫婦と孫2人の典
型的な「3世代同居家族」で、この比率が
日本一高いのも山形です。
ご趣味は？　「将棋」、「旅行」、「読書」が
趣味で、今後やりたいものが沢山ありま
す。とりあえず「書道」を始めたいと思いま
す。
座右の銘は？　「一歩千金」。将棋は「歩」
一つあるかないかだけで勝敗を分けてし

まうこともあります。「歩」そのものの力は
弱いものですが、敵陣に攻め込むと「金」
になります。「歩」は中小企業にも似ている
と思い、この言葉を好んで使います。
最近読んだ本は？　西郷隆盛と大久保
利通の２人を主人公とした司馬遼太郎の
『翔ぶが如く』です。乱読な方ですが、全般
的に歴史小説、時代小説を好んで読んで
います。

68歳
（昭和24年3月27日生まれ）

山
形
県
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
︒

　

山
形
県
は
︑
全
国
で
９
番

目
に
広
い
面
積
を
持
ち
な
が

ら
︑
人
口
で
は
同
35
番
目
と

い
う
位
置
付
け
で
︑
人
口
密

度
は
低
い
地
域
と
い
え
ま
す
︒

　

産
業
で
は
農
業
産
品
の
産

出
額
が
同
14
位
で
す
が
︑
意

外
に
も
工
業
製
品
に
つ
い
て

も
同
29
番
目
（
２
兆
６
千
億

円
）
と
﹁
も
の
づ
く
り
﹂
の

県
で
も
あ
り
︑
電
子
・
情
報

関
連
部
品
の
生
産
額
が
多
い

の
も
特
徴
で
す
︒

　

農
業
産
品
は
国
内
消
費
だ

け
で
な
く
︑
国
際
的
な
和
食

ブ
ー
ム
も
後
押
し
し
︑﹁
つ
や

姫
﹂
な
ど
の
米
や
︑﹁
サ
ク

ラ
ン
ボ
﹂
な
ど
果
物
︑
そ
し

て
米
沢
牛
を
は
じ
め
と
す
る

﹁
山
形
牛
﹂
の
牛
肉
な
ど
で

輸
出
も
伸
び
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
共
稼
ぎ
﹂
家

庭
が
多
く
︑
１
人
当
た
り
の

所
得
は
低
く
と
も
︑
女
性
も

と
も
に
働
く
た
め
世
帯
当
た

り
の
総
所
得
が
高
く
︑
こ
れ

は
働
く
意
欲
が
強
い﹁
勤
勉
﹂

な
県
民
性
を
表
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

山
形
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
巡
る
動
向
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

経
済
は
今
︑
全
国
的
に
緩

や
か
な
改
善
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
が
︑
山
形
県
も
同
様

の
傾
向
と
い
え
ま
す
︒
た
だ

し
︑
足
下
を
み
る
と
実
感
と

し
て
は
横
ば
い
で
︑さ
ら
に
︑

物
流
に
つ
い
て
産
業
別
に
み

る
と
︑
好
調
な
荷
主
と
そ
う

で
な
い
荷
主
と
︑
事
業
者
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま

す
︒﹁
特
別
に
好
調
﹂
と
い

う
こ
と
も
な
け
れ
ば
︑﹁
マ
イ

ナ
ス
﹂
と
感
じ
る
会
員
事
業

者
も
少
な
い
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
ま

す
︒

　

一
方
で
︑
こ
れ
も
全
国
的

な
傾
向
で
す
が
︑﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
﹂
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
︒
こ
れ
は
︑
我
が
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
だ
け
な
く
︑

全
業
界
・
業
種
に
当
て
は
ま

る
と
こ
ろ
で
︑
ま
さ
に
﹁
人

の
採
用
は
競
争
﹂
と
い
う
状

態
で
す
︒
今
は
︑
警
察
官
な

ど
官
で
も
人
材
不
足
で
︑
民

間
と
の
競
争
す
ら
顕
著
で
す
︒

　

こ
の
先
︑
こ
の
状
態
が
さ

ら
に
深
刻
化
す
る
と
予
想
さ

れ
︑
こ
の
競
争
を
克
服
す
る

た
め
に
は
︑
業
界
が
﹁
魅
力

あ
る
業
界
﹂
に
変
革
す
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
︒
こ
の

点
に
つ
い
て
は
深
刻
に
受
け

止
め
︑
真
摯
に
取
り
組
む
覚

悟
で
す
が
︑
急
激
な
変
化
は

難
し
く
︑
で
き
る
こ
と
か
ら

着
実
に
前
進
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
す
︒

　

現
在
︑
他
産
業
よ
り
長
時

間
労
働
の
傾
向
に
あ
る
中
︑

賃
金
水
準
が
労
働
条
件
と
の

兼
ね
合
い
も
含
め
て
低
い
と

い
う
状
況
を
打
開
す
る
た

め
︑
ま
ず
は
﹁
長
時
間
労
働

の
是
正
﹂
に
取
り
組
み
︑
さ

ら
に
適
正
運
賃
の
収
受
に
よ

り
原
資
を
得
て
︑﹁
賃
金
水

準
の
改
善
﹂
に
も
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に

よ
り
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
︑

荷
主
に
つ
い
て
も
我
々
の
改

善
要
請
等
に
耳
を
傾
け
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
︒

国
を
挙
げ
た﹁
働
き
方
改
革
﹂

へ
の
取
り
組
み
の
中
︑
法
令

遵
守
と
い
う
世
論
に
も
後
押

し
を
も
ら
っ
て
い
る
今
こ
そ
︑

絶
好
の
交
渉
の
機
会
で
あ
り
︑

こ
の
機
を
逃
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
︒
特
別
積
み
合
わ
せ
事

業
者
な
ど
大
手
事
業
者
は
︑

荷
主
と
の
交
渉
を
進
め
理
解

も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
︑

問
題
と
な
る
の
は
︑
大
半
を

占
め
る
中
小
零
細
事
業
者
で

す
︒
そ
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
﹁
改
正
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
﹂
の
周
知

や
荷
主
懇
談
会
の
開
催
を
通

じ
た
︑
交
渉
し
や
す
い
環
境

整
備
に
取
り
組
む
の
が
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
役
割
だ
と
思
い

ま
す
︒

　

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が

﹃
喜
び
と
誇
り
﹄
を
も
っ
て

仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
の
で

き
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
﹂

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

山
形
県
ト
協
で
は
︑
環
境

・
安
全
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
︒

　

環
境
に
関
し
て
は
︑
山
形

県
ト
協
独
自
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
森
﹂
づ
く
り
事
業
（
写
真

㊦
）
に
平
成
17
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
お
り
︑
毎
年
５
０

０
人
ほ
ど
の
参
加
者
の
協
力

を
得
て
︑
約
２
・
５
㌶
の
エ

リ
ア
に
︑
こ
の
13
年
間
で
約

７
０
０
０
本
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
︒
毎
年
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
日
﹂
の
行
事
に
合
わ
せ
て

山
形
名
物
﹁
い
も
煮
会
﹂
を

行
い
楽
し
く
盛
況
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
県
が

推
進
す
る
﹁
や
ま
が
た
森
づ

く
り
リ
レ
ー
﹂
の
一
環
と
し

て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
︒
こ
れ
は
県
内
で
︑
森
づ

く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
リ
レ
ー

で
繋
ぐ
取
り
組
み
で
す
︒
こ

の
度
︑
予
定
し
て
い
た
土
地

へ
の
植
樹
を
完
了
し
ま
し
た

の
で
︑
今
後
は
︑
追
肥
作
業

や
下
草
刈
り
な
ど
﹁
森
の
育

成
﹂
へ
の
取
り
組
み
に
シ
フ

ト
し
て
い
き
ま
す
︒

　

安
全
面
に
関
し
て
は
︑
各

種
交
通
安
全
対
策
が
功
を
奏

し
︑
事
故
の
減
少
と
高
速
道

路
上
で
の
交
通
死
亡
事
故
３

年
連
続
ゼ
ロ
を
達
成
し
て
い

ま
す
︒

　

山
形
県
ト
協
独
自
の
対
策

と
し
て
は
︑
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
を
﹁
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ

ー
﹂
と
称
し
︑
彼
ら
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑
省
燃
費
を

テ
ー
マ
に
し
た
﹁
運
転
技
能

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
も
開
催
し
て

お
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
健
康
起
因
に
よ

る
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
﹁
脳

ド
ッ
ク
受
診
助
成
﹂を
行
い
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
60
歳
に
な
る

の
を
節
目
に
︑健
康
診
断
で
の

﹁
脳
ド
ッ
ク
受
診
﹂
を
推
奨

し
︑
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
︒
過
労
死
が
他
産

業
よ
り
多
い
現
状
を
何
と
か

改
善
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑

受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
適

正
化
事
業
の
巡
回
指
導
を
活

用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
︒

　

運
行
前
点
呼
で
ド
ラ
イ
バ

ー
の
異
変
を
察
知
し
て
運
行

管
理
者
が
運
行
を
止
め
︑
受

診
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
未
然

に
健
康
起
因
事
故
を
防
げ
た

と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
の
で
︑

巡
回
指
導
で
の
点
呼
の
指
導

な
ど
も
含
め
︑
適
正
化
事
業

の
推
進
は
今
後
も
さ
ら
に
重

要
視
し
て
い
ま
す
︒

山
形
県
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
︑
日
頃
か
ら
お
考

え
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ
シ

ー
ま
た
は
今
後
の
抱
負
な

ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

ま
ず
は
︑
会
員
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒
特
に
︑
人
材
の
育

成
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
て

い
ま
す
︒
若
手
の
経
営
者
・

後
継
者
の
育
成
は
︑
今
後
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
発
展

の
カ
ギ
を
握
り
ま
す
︒
経
営

者
が
優
秀
で
し
っ
か
り
し
︑

魅
力
あ
る
業
界
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
︑

働
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
幸
せ
に

は
繋
が
り
ま
せ
ん
︒
こ
の
た

め
に
︑
事
業
承
継
対
策
の
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
会
員
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
さ
せ
て
い
く
つ
も
り

で
す
︒
ま
た
︑
ベ
テ
ラ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
の
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
︑
新

た
に
業
界
に
入
っ
て
く
る
ド

ラ
イ
バ
ー
も
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ

イ
バ
ー
も
︑
健
康
で
は
つ
ら

つ
と
し
て
働
け
る
業
界
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
支
部
・
分
会
・

部
会
活
動
の
活
発
化
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

も
っ
と
︑
支
部
等
が
自
主
的

に
主
体
性
を
も
っ
て
活
動
で

き
る
こ
と
は
多
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒

行
政
機
関
や
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
な
ど
へ
の
要

望
︑
ま
た
は
会
員
事
業
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
ご

ざ
い
ま
す
か
︒

　

急
速
な
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
発
達

で
︑
今
後
は
ト
ラ
ッ
ク
分
野

で
も
自
動
運
転
や
隊
列
走

行
な
ど
︑
技
術
的
な
発
展

が
進
む
と
思
い
ま
す
︒
ま

た
︑
過
疎
地
等
で
は
︑
貨

物
運
送
事
業
と
旅
客
運
送

事
業
の
﹁
掛
け
持
ち
﹂
も

進
ん
で
い
き
ま
す
︒
こ
う
し

た
︑
革
命
的
な
変
化
に
︑

我
々
が
ど
の
よ
う
に
新
た

な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
︒
い
か
に
変
革
し
よ
う

と
も
︑
物
流
自
体
が
な
く
な

っ
た
り
︑
衰
退
し
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
新
た

な
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
︑

産
学
官
と
連
携
し
︑
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

一
方
で
︑
山
形
で
は
ま
だ

ま
だ
高
速
道
路
な
ど
高
規
格

幹
線
道
路
網
の
整
備
が
足
り

ま
せ
ん
︒
労
働
時
間
の
削
減
︑

長
時
間
労
働
の
是
正
の
た
め

に
は
︑
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
と
そ
の
活
用
が

不
可
欠
で
︑
こ
の
整
備
も
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
︒

施
設
と
し
て
整
備
す
る
考
え
で
す
︒

　

山
形
は
︑
東
北
地
方
の
中
で
も
自
然

災
害
が
少
な
く
︑
先
の
東
日
本
大
震
災

発
生
時
も
︑
県
内
に
は
ほ
と
ん
ど
被
害

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
こ
の
地
域
性

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
︑
他
の
地
域

と
連
携
し
た
ハ
ブ
に
な
る
防
災
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
か
と

構
想
中
で
す
︒
災
害
の
少
な
い
地
域
で

あ
る
が
ゆ
え
に
︑
他
地
域
で
災
害
が
発

生
し
た
際
は
︑
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
︑
サ

ポ
ー
ト
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
今
後
は
︑﹁
こ
の
地
域
で
こ
の
よ
う

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
︑
ど
の
地

域
が
ど
の
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の

か
﹂
な
ど
︑
国
︑
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
協
力

・
支
援
︑
連
携
で
き
る
体
制
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒

　

山
形
県
ト
協
の
新
会
館
が
完
成
し
た

暁
に
は
︑﹃
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
﹄
と
し

て
︑
会
員
へ
の
さ
ら
に
充
実
し
た
機
能

・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
︑
災
害
時
に
は
緊
急
物
資
輸
送
の
対

策
本
部
︑
物
資
保
管
機
能
と
し
て
︑
地

元
の
地
域
だ
け
で
な
く
隣
接
す
る
地
域

に
も
貢
献
で
き
る
施
設
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
︒

︱
︱
新
会
館
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

山
形
県
ト
協
で
は
︑
現
在
使
用

し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
研
修
会
館
が

老
朽
化
し
︑
ま
た
手
狭
に
な
っ
た

た
め
︑
山
形
市
に
隣
接
す
る
天
童

市
に
移
転
し
︑
災
害
時
の
緊
急
物

資
輸
送
に
も
対
応
す
る
﹁
山
形
県

ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
﹂
を
建
設
し

ま
す
︒
完
成
予
定
は
来
年
４
月
末

で
︑
今
年
８
月
に
新
築
工
事
の
地

鎮
祭
を
行
い
ま
し
た
︒

　

新
た
な
会
館
は
︑
東
北
中
央
自

動
車
道
の
天
童
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
に
隣
接
す
る
天
童
イ
ン

タ
ー
産
業
団
地
内
（
天
童
市
蔵
増

地
区
）
で
︑
こ
こ
は
︑
ほ
ぼ
県
の

中
央
部
に
位
置
し
︑
高
速
の
Ｉ
Ｃ

に
加
え
県
内
を
縦
断
す
る
幹
線
国

道
の
13
号
︑
ま
た
同
幹
線
国
道
48

号
に
も
近
い
こ
と
か
ら
︑
県
内
ど

の
方
面
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
の
い
い

場
所
で
す
︒

　

敷
地
面
積
は
１
万
４
千
平
方
㍍

と
現
在
の
お
よ
そ
９
倍
の
広
さ
で
︑

鉄
骨
造
り
２
階
建
て
の
総
合
会
館

と
鉄
骨
平
屋
建
て
の
車
庫･

緊
急

物
資
貯
蔵
庫
を
建
設
し
ま
す
︒
さ
ら

に
︑
会
館
の
屋
上
に
は
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
備
を
整
え
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
︒

　

総
合
会
館
は
延
べ
床
面
積
が
１
６

９
３
平
方
㍍
で
︑
１
階
は
ト
協
事
務

所
と
︑
適
正
化
実
施
機
関
︑
陸
上
災

害
防
止
協
会
支
部
︑交
通
共
済
な
ど
︑

関
連
団
体
の
事
務
所
が
入
居
す
る
予

定
で
す
︒
会
館
２
階
に
は
会
議
室
が

あ
り
︑
最
大
で
２
０
０
人
収
容
が
可

能
で
す
︒
こ
の
会
議
室
も
平
常
時
は

研
修
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
が
︑
自
然

災
害
な
ど
い
ざ
と
い
う
時
に
は
︑
住

民
避
難
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
憩
所
な

ど
に
活
用
す
る
計
画
で
す
︒

　

一
方
︑
緊
急
物
資
貯
蔵
庫
は
床
面

積
を
２
５
３
平
方
㍍
と
広
く
取
っ
た

こ
と
か
ら
︑
平
常
時
は
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
の
講
習
ス
ペ
ー
ス
に
利
用
で
き

る
ほ
か
︑
大
型
駐
車
場
を
配
備
し
︑

乗
用
車
に
加
え
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
45

台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
て

い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
も
︑
災
害
時
の
た
め
に
緊

急
物
資
輸
送
対
策
本
部
の
設
置
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
な
ど
︑
災
害
時
の
緊

急
物
資
輸
送
の
拠
点
機
能
を
有
す
る

地域に貢献し、
隣県もカバーする防災センター目指す

来
年
度
に
は
新
総
合
会
館
を
整
備

山形県トラック協会
公益社団法人

スピード感をもって進化 会員サービスさらに充実へ
加川 操一 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
山
形
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
加
川
操
一
会
長
で
す
。


